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一章　綺羅星の目覚め


　がたり、列車が揺れる。その振動で肘から頭がずり落ち、ごつんという鈍い音を立てて窓枠に額がぶつかった。
　鈍く痛む頭を押さえて左を見ると、涙目になった少女が居た。白いブレザー制服と鮮烈な朱色の髪は、地下鉄のトンネルの中でも、鮮やかな色を放っている。
　今朝もなかなか起きることが出来ず、遅刻ギリギリの時間に宿舎を飛び出した。身体に疲労が残っている気がするのは、最近あまり休めていないからだろうか。
　寝顔を誰かに見られていないかと、不安になったルビーは周囲を見渡した。
　ルビーが座っている席は、二人掛けの席が向かい合っているクロスボックスシート。位置は車両最後部のエリアだ。通路を挟んで右側の席に座っている乗客は、手元の通信デバイスに目を落としており、ルビーの様子に気がついていない。
　向かい合った席には、黒い外套を着た白髪の男性が座っている。先ほどのルビー同様眠っているようで、頭がこっくりこっくりと舟を漕いでいた。深くうつむいていることから、男性の表情は伺えない。男性が今もなお静かな呼吸をしていることから、ルビーはほっと安堵の息を吐く。
　それと同時に、列車が徐々に速度を落とし始めた。ぽん、という音に続いて、女性の声が社内に流れる。
『まもなく。中津菱門です。お出口は車両右側になります』
　アナウンスが途切れ、列車がさらに減速する。窓に目をやると、外の景色は暗いトンネルから地下駅のホームへと変わっていた。
　慣性で身体が前後に揺れ、車両右側の扉が音を立てて開く。
「おー、そこそこ人多いじゃん。並んで座れなくね？　だるいわー」
「えー、こまるぅー」
　乗り込んで来た二人組は、不満げな声を上げる。二人とも制服を着崩しているので分かりにくいが、そのデザインはルビーのそれと同じ。だが、真っ白なブレザーであるルビーと対照的に、二人の制服は濃い紺色で彩色されていた。
　扉が閉まり、列車が動き始める。人工物の黄色に染められた頭髪を逆立てた少年は、車両をぐるりと見渡した。
「いい具合に座れるとこ、ないかねぇ」
　クロスシートの大半には既に乗客がいるので、二人並んで着席できる場所は見当たらない。二人は中身の無い話をしながら車内を歩き、視線をさまよわせる。その少年の目と、ルビーの視線がかちあった。
「あ、白服みっけ」
　ルビーの嫌な予感が的中し、少年は至って普通に差別的な言葉を吐く。
「どけよ。俺等が座るから。いいところ見つけたなぁ」
「わーい。膝枕してあげるね！」
「お断りします」
　自分の要求が退けられるとは思っていない自然な所作。だが、ルビーは彼らにぴしゃりと拒絶の言葉を叩きつけた。
「は？」
　きょとんとする男子生徒に、ルビーはじろりと紅い瞳を向けた。
「貴方は自分が何をしているのか、理解していますか？」
「あ？　白服フゼーが紺服の俺らに口答えしてんじゃねえよ」
　少年の苛立った声に、周囲の乗客が怯えている姿が見え、ルビーはすっと目を細めて反論する。
「力を持ち、それを誇示することで、利益をむさぼる。まるで旧時代の再現です。恥ずかしくないのですか？　野蛮人であることを誇示するということに」
「な、なんだよお前……」
　ルビーの怒りが視線に乗っていたのか、少年が一瞬たじろぐ。だがそこで、口元に手を当てて考え込んでいた少女がルビーを指さす。
「ねえねえ、この子『無能姫プリンセス』じゃない？」
　少女の口にした呼び名に、ルビーがぴくりと肩を動かした。鋭く細められたルビーの目に少女は怯んだが、少年の反応は逆だった。
「『無能姫』……？　って、あのザコか！　『星宝玉セフィラ』に選ばれなかった『適正なしセグニティス』！」
　得体のしれないものに対する苛立ちから、虐げても良いという安心に、少年の目つきが変わる。ルビーはおぞ気を感じながらも、少年を睨みつけた。
「私はアンタレス・アルファ・ルビー。『無能姫』などという別称は他者を尊重する意識に欠けています。撤回しなさい。それに人類に優劣はありません。そういった選民思想は――」
「あーあーそういうのいいから。黙れよお前。俺は『星宝玉』に認められた『星術使いステラドライバー』。お前は『星宝玉』に見捨てられた『適正なし』。皇族のくせに『星術ステラギア』を使えない無能は、エリートの俺に黙って従っとけば良いんだよ」
「――っ。だからと言っても、席を奪うような横暴は許されるわけではありません」
　少年の指にはめられた、黄玉トパーズの指輪が怪しい輝きを放つ。平静を装い少年に答えるルビーだったが、その拳は血が出るほどに固く握りしめられている。
「優劣の差を振りかざすことは、貴方自信が星術を暴力装置だと思っている、貴方の尾考えの浅さを露呈させることになるのですよ。そのことに気づいていますか？」
「はあ？　何いってんだお前。俺の浅さ？」
「暴力によって優劣を決めるという行為は、最も愚かなことです。『星術使い』として、思慮深い硬度を期待します」
　ルビーは淡々とそう言葉にする。面倒だと思わせてこの場から立ち去らせることが目的だった。こうまで反抗する相手であれば、興を削がれて立ち去るだろうと思ったのである。
　だが、少年の愚かさはルビーの想像を超えていた。
「そろそろうざってえなお前。いっぺん死んでおくか？　【剛腕の御手よ・我が右腕に宿れ】」
　次の瞬間、指輪から光の帯が吹き出して少年の右腕にまとわりついた。
「ちょっ、何処までバカなのですかっ!?」
　公衆の面前で、詠唱ブート・ワードをし、星術を発動した少年に、ルビーは皇族にあるまじき暴言を発してしまう。
　ルビーはこの事態を招いてしまったことに対する謝罪と共に、周囲の乗客に被害が及ばないように祈る。
　その祈りがどう作用したのだろうか。ルビーの目の前で、ありえないことが起こった。
「【霧散バニッシュ】」
　ぼそり、という男性の声が響く。それと同時に、少年の腕から黄土色の光が消し飛び、きらきらと青い粒子――霊力が周囲に散った。
「――え？」
　発動状態にあった星術が、先ほどまでの存在感が嘘だったように、搔き消えている。
「は？　え？」
　少年の視線が、せわしなく指輪とルビーを往復しているが、この現象を引き起こしたのはルビーではない。
　ルビーは自然と、声の出所に目を向けていた。
「こら。少しは静かにしろ」
　男性は片目を開け、右手を少年へと突き出していた。外套に埋まっていたためにうかがい知れなかった男性の容姿は、存外整っている。
　現れた黒々とした眼がじろりと動き、少年を見据える。やや幼い顔立ちとは裏腹に、瞳には老獪な輝きが秘められていた。
「お前、なんだよその手……！」
　得体の知れない物を見るような目で、少年が唇を震わせる。それもそのはず。少年に向かって伸ばされた右腕は、黒の外套の袖からは、配線が剝き出しの義手だったからだ。精緻に組まれている義手の指先から、霊力が圧縮された光が漏れ出している。
「その質問は一〇点だな。見てわかることを質問するのはもったいないだろ？　お前が聞くべきは『俺の間違いはなんですか？』ってことだ」
　どこか諭すような男性の言葉に、少年の頬がかあっと怒りに染まる、
「なんだとっ!?」
「ちょ、ちょっと～。やめなよぉ！」
　男性の冷笑に少年が激昂するが、少女が顔を真っ青にして少年の袖を引いた。
「あたしちょっと恥ずかしいよ～？　別にこんな子に固執する必要なくなぁい？」
「いや、でもよ……」
「いいからぁ！　ね？」
　必死に少年の袖を引く姿は、得体のしれない物から距離を取ろうとする本能的なものにも見える。ルビーもその感覚は痛いほど理解できた。ルビーの感じていた得体の知れなさは、また別の物であったのだが。その場から離れようとする少女と、どこか不機嫌そうな男性の対峙が続くかと思われたその時、ぽんっという音と共にアナウンスが流れはじめた。
『まもなく、雨ノ宮学院西門です。お出口は車両両側になります』
　先ほどと同じく、車両は速度を落とし始める。男性の視線が窓の外に向いた瞬間、少年は踵を返してその場から立ち去った。
「ちっ……大人が学生に首突っこんでくるんじゃねえよ」
　少年は捨て台詞を吐いて車両を降りて行った。
「恫喝したのはお前らだろー、ってもういないか。……うん？　お前は降りなくていいのか？」
「え、あっ」
　男性に話しかけられたルビーが意識を取り戻すのと、扉が閉じるのはほぼ同時だった。本来であればルビーもここで降りなければならなかったのだが、今となっては後の祭りだった。
「ああ……」
　遅刻ギリギリの時間だったため、次の駅で降りて乗りなおしたとしても、遅刻は免れない。朝の座学はルビーの苦手分野の古文書学だ。補習授業のことを考え、ルビーはへなへなと座席に座り込む。
「……何かまずいことをしたか？　俺は」
　男性がおずおずと声をかけてくる。ルビーがさぞ落ち込んでいるように見えたのだろう。男性のつり目がちの三白眼も目じりが緩んでいる。
「すまん、都会に出てくるのは久しぶりでな。勝手に首を突っ込んでしまった」
「ま、待ってください。大丈夫ですから」
　深々と頭を下げる男性に、ルビーは狼狽え頭を上げるように促す。
「で、お前は降りなくて良いのか。その制服、アルマゲスト学園のものだろ」
「……このまま行っても遅刻するだけですし。今日ぐらい、行かなくてもいいのかなって」
　学園に向かっても、白服に対する差別や、自分の境遇に対する偏見などが襲い掛かって来るだけだ。それに、先ほどの二人組と鉢合わせするかもしれないことを考えると、もう学園に行きたくなくなってしまった。
「五〇点だな。サボるのは良くないが、あんなことがあったら少しくらい気を紛らわせたくなるのもわかる」
　がたがたと揺れる列車の中、どこか暖かい言葉を零す男性に、ルビーは首をかしげる。
「……寛容なのですね？　こういう場面であれば、『学園に通う分際で何者だ！』などと言われる気がするのですが」
「『人は真実のみで生きるにあらず。間違いこそ人間の歩みである』というのが俺のモットーでな。真実だけが人を助けるわけじゃないだろ？」
「……それは、間違いに従って生きるのも構わない、というわけですか？」
　男性の言葉にむっときたルビーが言い返すと、男性は満足げに目を細めた。
「いや。間違いを正しいものだと信じろ、というわけじゃねえよ。その人にとっての正しさというのは、結果的に人から見ると間違いであるとこともあるってことだ。だから、不当な差別を正当な手段だと思えと言っているわけじゃねえ。そこは誤解しないでくれ」
「そう、ですか。安心しました。こちらこそ、取り乱してしまって申し訳ありません」
　立ち上がりかけていたルビーだったが、男性の制止に従って席に身体を沈める。列車は学園最寄りの駅を通り過ぎ、長い地下道を抜けて地上部へと顔を出していた。
　差し込む陽の光に目を細め、眼下に広がる景色を眺める。高架に登ったところで、街の全容が見えた。
　規格が完璧に整えられた建物が、碁盤の目のように並んでいる。流体金属と固定術式のおかげで寸分狂いがない建物が建築できるようになったと、学園で見る教育用動画で言っていた気がする。
　その向こうには、遠く広がる白い雲海が。見渡す限りのこの都市は、空に浮かんでいるのだ。
　超弩級浮遊都市イェツィラー。
　それが、ルビーの、二千万人の人々が暮らす都市の名前だ。荒廃した地表を離れ、空と宇宙に新天地を求めた人類の、四つある箱舟のうちのひとつだった。星に近い場所に浮かぶ架空の大地を、ルビーが眺めていると、男性に尋ねられる。
「お前はこの都市をどう思う？　美しい作り。空に浮かぶ人類の英知の結晶。素晴らしいと思うか？」
「美しい、とは思います。ですが……私はこの都市が、息苦しいと感じます。荒野を再生するのではなく、見捨てて新たな場所を求めるのは、やがて自分自身を滅ぼしてしまいそうで」
「ほう。面白い考えだな。新たなものを求めるのではなく、過去を清算すべきだと思うわけか」
「そうしなければ、前に進めませんから」
　ぽつりと言葉が零れる。ルビーの脳裏によぎるのは、銀髪の幼い少女。ルビーの心残りと、罪の記憶だった。
「にしても、そこまで視野が広い意見が聞けるとはなぁ。久しぶりに都市に足を延ばした甲斐があったぜ」
「……不敬ですよ」
　ふーむと感心するように唸る男性に軽んじられたと感じたしたルビーはむっとした顔をする。
「おお？　なんだ怒ったか？　そういえばまだ名も名乗っていなかったな。無礼をお詫びしよう。姫さま」
「私が姫だと知っていたのですか？」
　まだ名乗っていないのにもかかわらず、身分を言い当てられ動揺する。だが男性は首を横に振った。
「いや、知らない。でもあの少年たちが言っていた蔑称の意味を辿れば、君が姫、ないし貴族に近しい人物だということは容易に想像がつく。……それでもあの呼び名は気分が悪いが」
　そう言って、男性は目を細めて視線を窓の外に向ける。街を見下ろすその目には、細かな苛立ちが宿っているようにも見えた。
「改めて名乗らせてもらう。俺は旧市街で小さな塾を開いている、ニコラス・マドロフという者だ。皆にはマドロと呼ばれている」
「ご丁寧にありがとうございます。私は『紅玉宮ケブラー』を守るアンタレス家の嫡出子、アンタレス・アルファ・ルビーと申します」
「へえ。本当に『宝石一〇宮セフィロトナンバーズ』の御令嬢だとは。奇妙なこともあったもんだな」
　しげしげと興味深そうな目を向けられ、ルビーは居心地が悪くなり先を促す。
「塾、とはなんですか？　学習施設ということは、言葉から窺えますが」
「ルビー殿下は理解が早いな。満点をあげよう」
　マドロは顔を上げてルビーの言葉に頷く。
「その認識で合ってるよ。学園との違いは、生徒の出自と授業料がかからないってところだ」
「……というと、マドロさんが教師なのですか？　直接お教えしていると？　教育動画やネクスト・リアリティ機器はお使いになられないのですか？」
　ネクスト・リアリティ機器とは、網膜に映像を投影、認識を現実からずらすことで、時間や日時に囚われない効率的な教育が行える設備のことだ。ルビーたちの通う学園、アルマゲスト学園には、各生徒一台づつネクスト・リアリティ機器が配られている。
　ルビーも度々利用しているが、マドロはその言葉に首を振った。
「うちの塾では導入していない。あれは高価だし、旧市街には通信インフラが整っていない場所がある。俺が直接教えれば、鉛筆とノートさえあればいいだろ？」
　イェツィエラーは空に飛び立ってから今日まで、度重なる拡張を続けてきた。都市自体を浮遊させる浮遊装置や空を駆ける推力装置が発達した結果、その直径は建造当時の一〇〇〇メートルから五倍以上の五〇〇〇メートルにまで広がっている。
　中心から継ぎ足し継ぎ足し開発されてきたイェツィエラーの中で、最も外周部分の区域には、未だ再開発の手が及んでいない。その区画のこと、都市の住民はをひとまとめに『旧市街区』と呼んでいる。
「どうして旧市街で教鞭を？　学園ならば、アルマゲスト学園でも取ることができるでしょうに」
「あの学園は、『星術使い』の適性があるやつしか入学できん。それはよくないだろ。知識というものは、開かれているべきだ。そうだろう？」
　マドロの問いかけに、ルビーは曖昧に頷く。
「ですが適材適所という言葉もあります。視野が広がり、自由を手にした結果、迷い、間違った方向へと進んでしまうこともあるのではないですか？」
「それはルビー殿下の経験から出た言葉かな？　たしかにそうだ。結果的に間違いへと進む前に、その人が幸福であるならば初めから選択肢を絞ってしまえば良いというのもまた、優しさだろうよ」
　ルビーの内心を見透かしたように、マドロが言う。
「だが俺はそうじゃない。選択肢を奪われているならば、それに気づかせてやりたい。君のような迷える若者には、特にな」
「は、はあ……」
　いったい、この人は何なのだろう。ルビーはどこか上の空でマドロの言葉を咀嚼する。
「それにな――」
　マドロが続いて何かを言おうとしたちょうどその時、三度アナウンスが車内に響く。
『まもなく、プレアデス・スクエアステーション。お出口は車両左側になります』
　アナウンスと同時に、マドロが立ち上がる。すると、ルビーのポケットからピロンという着信音が響いた。
「端末に位置情報を送っておいた。そこが俺の塾の場所だ」
「い、いつの間に……でもどうしてですか？」
「俺には殿下が窮屈そうに見えた。新しい選択肢を見つけるには、いい機会だろ？」
　そう言って口角を上げるマドロの前で、列車のドアが開く。「またな」と言って扉に向かうマドロの背中に、ルビーは思わず問いを投げた。
「マドロさん。貴方は何者なのですか⁉　人間ですか？　それとも『星術使い』？」
　振り返るマドロは、必死なルビーに対し、笑顔でこう答えた。
「俺は教師だよ。悩める若者に道を示す、教師だ」
　　　　　　　　　　‡
　放課後。商業区のカフェテリア。
　結局あのあと学園に戻る気にもなれず、終点の商業区にまでやってきてしまったルビーは、一体どうするべきか答えを出すことが出来ず、授業終わりの友人に通話をかけていた。
『で、結局なんなのよ。なにがあったのさ。はよ吐け』
　通話を繋げてから二十分、適当な話を続けるルビーにしびれを切らせたのか、入学以来の友人――ミナが苛立った声を上げる。明らかにイライラしている友人の声に、ルビーは口をまごつかせて弁明した。
「ごめんなさい。私もなにから話せはいいものかと思っていて……」
『うるさい。とりあえず全部話せ』
　ミナのいつも通りの態度に、ルビーは少し安堵を覚える。
「信じてもらえないかもしれないけど……」
『信じるか信じないかは聞いた後で決めるわよ』
　ミナが先を促してくる。ルビーは今朝の出来事をかいつまんで説明した。
「――というわけなの。どう？　行ってみるべきかしら？」
『いやいや。どう考えても詐欺だよ詐欺。ルビー騙されやすいって言われない？　これだからお姫様は』
　十数分に渡って話した内容を一刀両断され、ルビーはゴンっと机に頭を落とした。
『そもそもその人、宝珠を持ってなかったんでしょ？　それじゃあどうやって星術打ち消すのさ。ありえないありえない。それで星術使えるんだったら、とっくの昔に私達だって星術使えてるって話だよ』
「それは、そうだけど……」
『それよりもアンタは来月の実技試験を気にしなさいよ』
　薄々感じていた疑念を突き付けられ、ルビーは口ごもる。
　宝珠とは、『星宝玉』を劣化複製させたデバイスのこと。それがなければ、人間は星術を発動できないとされている。
　それらと同調出来なかったルビーたち白服が紺服に差別されているのも、「学園に入学したにも関わらず、『星宝玉』に見放された落伍者」と見られているためだ。
『まあ、ルビーが言ってることが正しいんだったら、私も嬉しいけどさ……私も、まだ学校やめたくないし』
　けちょんけちょんにルビーの言葉を否定していたミナの言葉に、憂いが混じる。
『適正がない人間は、一年間の猶予期間モラトリアムに星術を使える見込みがなければ、進級することなく落第とする。そういった校則があることは知っていたけど、まさか私がそっち側になるとはね……』
　ルビーたちが身にまとう白服とは、つまるところ執行猶予つきの退学ということなのだ。二年生に進級する際、学園の生徒達は全員が宝珠との適性試験を受ける。
　その際に、生徒達は適正のある紺服と、適性の無い白服に分けられるのだ。
　白服を着ているということは、来年学校から去らなければならないということの証明でもあった。
　ミナが言う実技試験とは、白服が紺服と同じになれる二年次にある試験のことなのだが、その内容は『星術を使って、ダミー人形を破壊する』という内容だった。
　宝珠と同調できず、星術を使えない白服は、どうあがいてもその試験を突破することが出来ない。
『私も、『星術使い』になって、いい仕事につけると思ったんだけどなぁ……』
「ミナ……」
　どこかやるせない態度を言葉に乗せるミナに、ルビーが言葉を探していた、ちょうどその時。
「ふむ。いい店じゃないか。僕もご一緒してよろしいかな？」
　ルビーに話しかけてくる、少年が一人。
　ばっとルビーが声の方向へと顔を向けると、一人の少年が、ルビーの座るテーブルの脇に立っていた。
　黒瑪瑙のようにつややかな髪に、細められた瞳。身に纏う制服は、光沢のある純黒に染まっている。だが、対照的に白く輝く肌にはくすみ一つない。ルビーはその優男顔を見て、憎々しげに表情を歪めた。
「ミシェル……」
「おや、お邪魔だったかな？」
　少年――ミシェルは、にこやかな笑みと共に、首を傾げた。
『ルビー？　どうしたの？』
　通話をかけていたところを見て、少年はタイミングが悪かったかとルビーに問いかけてくる。ここで断りたいのはやまやまだったが、相手を無視することが許される立場ではない。そう判断したルビーは、「ごめん、あとでかけ直す」とミナに言い、通話を切った。
「それで、何の用かしら。ミシェルさん」
「そんなに露骨に警戒しないでくれよ。学友に挨拶しに来ただけだろ？　いや、将来の伴侶に、といったほうが正しいかな？」
　ミシェルはそんなことを言い、白い前歯をきらりと光らせた。
「……」
「と、言うのは半分冗談でね。ルビーくんが登校していないと聞いてね。居ても立っても居られなくなって探し回っていたのさ。無事で良かった」
　ミシェルはルビーの髪を無遠慮に触り、微笑む。無許可で髪を触られたことに、怒りを通り越し怖気すら感じてしまう。だが、相手と自分の階級の差を考えると振りほどくわけにはいかなかった。
　方や、神子の家系であるものの、『星宝玉』の適正のない白服。
　方や、神子の家系で学生にして『星宝玉』と同調したアルマゲスト学園の長。
　吐き気を抑えながらも、ルビーはミシェルの愛撫に耐える。ミシェルの手はルビーの髪を通り過ぎ、肩口、手元へと降りていく。
「本当に、無事で良かった。ルビーくんはほかの皇族方と比べても、ずば抜けて美しいから。悪漢に襲われては居ないかと不安で不安で仕方がなかったよ」
「……お気遣い、感謝するわ。無断で休んでしまってごめんなさい」
　苦虫を噛み潰した表情を必死に抑えて笑みを浮かべるルビー。
「いいさ。愛しい君が無事でよかった」
　さらりと愛の告白をこぼし、ミシェルはルビーに笑いかける。年端もいかない少女であれば、その微笑みを受けるだけで心が簡単になびいてしまうだろう。だが、ルビーの内心に広がるのは、この少年に対する嫌悪感だけだった。
「それでどうだろう。本当に僕の妻になるということは。今は家同士の婚約だが、妻になる、という約束だけなら、学生でもできるはずだ。前向きに考えてはくれないだろうか」
「今は学生として自分のやりたいことを見つめたいと考えているの。それは何度もお話したことと存じますが？」
「ははっ、それはそうだ。でも白服の君は、いずれ退学だろう？　段取り自体は早めに決めておいても良いんじゃないか？」
　にこやかに笑顔を浮かべながら、ミシェルはルビーの隣の席に座る。
「………それに、ミシェルさんは既に婚約者がいらっしゃるのでは？　重婚などは認められていないはず。不義理に当たるわ」
「そこは問題ないよ。ダイヤに許可は取っているし。それに――」
　ルビーの追求をミシェルはさらりと躱し、
「だって、君は『無能力者』だ。人間でない君は、妾として内縁の妻になれば問題がない」
　極めて自然に、ルビーの人権を認めないような言葉を発した。
　ああ。こういうところなのだ。とルビーは内心深い失望を抱える。
　ミシェルは優男に見えるが、『星術こそがすべて』という学園の長が、ただの優男であるはずがない。
　ミシェル・カサンドラ一八才。生まれは第一の『星宝玉』、『金剛宮ケテル』を守る、カサンドラ家の次期当主。その内実は、徹底した『星術使い』至上主義にある。
　『星術使い』ではないものは人間ではない。と今朝の少年も言っていたが、ミシェルはその更に先を行く。一般人が自分に従うことは当たり前、という感覚すら無いのだ。
　生物学上は同じ人間であるのに、星術を持たないだけで人とすらみなさないミシェルのおぞましさを、ルビーは求婚され始めた時に気づいてから嫌悪感を覚えていた。
　この極端な思想を改めて目の当たりにして、ルビーはマドロのことを思い出していた。
　先走ったり、浅慮なことを口にしていた自分を嘲るのではなく、きちんと答えに導いてくれた。自分の先に立って、導かれると体験は、ルビーにとって久しぶりのことだった。
「ああそうだった。本件を忘れていたよ。レディの時間をむやみに奪うわけには行かない」
　ルビーが思案に耽っていると、そんなミシェルの言葉が思考を現実に引き戻した。
「ルビーくん。君を進級させてあげようと思って、そのことで話をしにきたんだ」
「――なんですって？」
　信じられない言葉を放ったミシェルに、ルビーが問い返す。ミシェルは胸が痛むように表情を悲しいものへと変える。
「僕は不憫でならないんだよ。ルビーくんの美しさに、落第という汚点がついてしまうということが。僕も鬼じゃない。一人の学生の進級をとりなすことくらい、総長の僕ならなんとでもなるさ」
「……見返りは、なに？　あなたが私にそんなことをするメリットがないでしょう」
「メリット大有りさ！　学園生活を送りながら、伴侶と仲を深める。遠征に向かい、星空の下愛を語らう。そんな光景が素晴らしいと思わないかい？　でもそうだな。それだけじゃ君の御両親に申し開きが付かないかもしれない……そうだ！」
　ミシェルは何かを思いついたように手を叩く。その動作にルビーは猛烈に嫌な予感がした。
「それならば、今のうちに婚約してしまえばいい。ご両親も安心されるだろう。僕の手を取ってくれるかい？　君の生活は、僕が保証しよう」
　大仰に手を差し出すミシェル。ミシェルの言葉に嘘偽りはないように見える。彼は価値観が歪んでしまっているが、そのようなところは誠実なのだと、アタックを受けるうちにルビーは理解してきていた。
　ルビーにとっても悪い提案ではないのだ。現状のままでは、猶予期間が終わってしまったルビーは実家に連れ戻され、ミシェルか、そうでなくてもそれ以外の人々へと嫁ぐことになる。政略結婚の道具となるくらいであれば、ミシェルの求婚を受けてしまった方がいいのではないか。という、考えがルビーの脳裏に忍び込む。
　ルビーの手がミシェルに伸びかけた、その時。
『――選択肢を奪われているならば、それに気づかせてやりたい』
　マドロの言葉が、脳裏によぎる。
「ミシェル。一つ聞いてもいいかしら」
「なにかな？　なんでも答えるよ？」
　ルビーの問いかけに、首をかしげるミシェル。
「仮に、私が貴方と婚約したとして。火事や病気で私の美しさが損なわれた時。寝たきりになってしまった時、私が老いてしまった時、貴方はどうするの？」
　それは、ルビーの仮説を証明させる質問。この答えさえよければ、ルビーは目をつぶってでも、ミシェルに嫁ぐ覚悟があった。
　だが、やはりと言うべきか。
「君が美しさを失った時？　そりゃぁ婚約を解消するに決まっているじゃないか。僕の価値が下がるだろう？」
　ミシェルの答えは、ルビーの想像通りだった。
「どうかな。決して悪くない提案だと思うんだけ――」
「お断り申し上げます。というよりも、これ以上私に付きまとわないでくれますか？」
「――今、なんて？」
　自分の世界に入ろうとしたミシェルを、ルビーは明確に拒絶する。
「ええお断りいたします。貴方のような、女性を女性と見ないような人間は、まっぴらごめんです」
　一瞬でも靡こうとした自分が情けない。こんな「女性を装飾品」だとしか思っていない男に、自分の純潔を奉げたくはない。
「……いいのかい？　ご両親と対立することになるんじゃ？」
　ルビーの強固な拒絶に、ミシェルの顔に笑みが浮かぶ。
「ええいいわよ。もとはと言えば、あちらから私を見捨てたような連中。私が無事進級して『紺服』になれば、その身分は準一級士官よ。所詮皇族のあいつらに口出しされるいわれはなくなるわ」
「……僕に逆らうってことは、この学園での居場所がなくなるってことだけど？」
「いいえ。学園での居場所がなくなっても、問題ありません」
　ミシェルの脅しを、ルビーは鼻で笑う。そして、ミシェルの鼻先に携帯端末の画面を突きつける。
「【生徒が学園の教育に不満がある際、学生は学外での校外学習を最長一ヶ月許可される】。学校以外で学ぶこともあります」
　あのような箱庭でこまごまと生きる生活は、もうまっぴらだった。笑みのまま動きを固めるミシェルの前で、ルビーはテーブルに伝票を叩きつける。
「餞別として、払っておいてくださる？　フラれた腹いせにバカ食いでもすればいいわ」
　明確な拒否。ミシェルを受け入れないという強固な意志を叩きつける。
　ごきげんよう、と席を立つルビーを、ミシェルの声が呼び止めた。
「ルビーくん。君の意志はよくわかった」
「あら、総長は物分かりも良いようで」
　冷ややかな笑みを返すも、ミシェルは笑みを絶やさない。
「ああうんよくわかったよ。君がどれくらい愚かだということもね」
　ミシェルは笑みを貼り付けた表情で、ルビーに宣言した。
「来月の進級試験。ただで済むと思わない方がいい。僕を怒らせた罪を、その身の破滅で贖え」
　ミシェルは、そう言ってルビーに、●●●●ほほえんだ。
　　　　　　　　　　‡
「もう！　急に通話切ってなに!?」
　宿舎の一室。突如として連絡を絶った友人に、部屋着に身を包んだミナは怒り狂っていた。
「まーた一〇分くらい経つし！　マジでどこで何してんのあのお姫様は!?」
　今朝から学校に姿を現さなかったルビーは、そのまま放課後まで顔を合わせることが無かった。
　それを心配して連絡を入れた時には一切反応が無かったのにもかかわらず、急に音声通話を繋いでくるという傍若無人っぷり。
「せめて場所でも言えっての……！」
　とっちめてやろうにも、彼女の場所が分からなくてはどうもできない。はちみつ色の髪をがしがしと掻きながら、ミナはやきもきしながら携帯端末を握っていた。
　と、その時。携帯端末が音声通話を受信してバイブレーションを作動させた。
「！　もしもしっ!?　アンタねぇ！　急に切るんじゃないわよ！」
　音速で通話を起動し、ルビーに追及した。この数分間だけではなく、本当に何があったのかを洗いざらい話すまでは逃さないという態度で。
『ごめんなさい。何があったかだけ先に言うわね』
「どうせ人助けしてたとかでしょ!?」
　ミナは心配の苛立ちをそのままぶつける。そして、
『私、総長に喧嘩売ったわ』
「………は？」
　電話口から帰ってきたルビーの言葉に、ミナは言葉を失った。
『あと、私。明日から旧市街で暮らすから。よろしく』
　言葉を失うミナの前で、ぶっと通話が切れる。数秒の静寂。その直後。
「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」
　ミナの絶叫が、寮の一室を震わせた。





二章　新たな学び舎


　旧市街区のつくりは、一言でいえば猥雑という言葉が当てはまる。
　商業区や学園区と違い、そのつくりは、空中都市建造当初からほぼ変化していない。そんな古めかしい街を歩きながら、ルビーは携帯端末とにらめっこしていた。
「まさか測距ナビが二〇年前のデータで止まっているなんて……」
　測距ナビアプリは、座標を入力すればその場所へとナビを行ってくれるアプリケーションだ。当然ルビーの端末にもアプリケーションはインストールされているが、マドロに教えられた座標を打ち込んだところで『住居データがありません』というエラーメッセージが出て来た。
　ナビアプリはその性質上、地図データが更新されていなければ道を教えることが出来ない。旧市街のデータが更新されなくなってどれほど経つのか、ルビーには想像できなかった。
「マドロさんも最近街に出てきたって言ってたし、測距ナビアプリのこと忘れてたのかしら……」
　そうため息を付き、ルビーは歩き出す。歩いていればいずれ到着するかもしれない。とあてもなく歩き始めた次第だ。だが、歩き始めて早数一〇分。
「完全に迷ったわ……」
　ルビーはさびれた路地で途方に暮れていた。思えば、測距ナビアプリに頼らずに街を歩いたのは初めてだ。旧市街区の鉄道駅のターミナルには地図があったような気がするが、そもそも地図の読み方が分からない以上、後悔する気も起きない。
「住人の方に道を伺えば問題ないかと思ったけれど、甘かったわね……」
　想定外の事象と言えば、街の住人が異常によそよそしいこともあった。当然、旧市街区の一戸建てやビルの廃墟などに住んでいる住人もちらほらと居た。
「あっ、すいません。少し、よろしいですか？」
「うん？　……なんだ。学生か」
　だがルビーが声をかけた途端、そっけない態度を取られてしまう。姫として畏怖されたり逆に敵意をぶつけられる体験は数多かったが、『なんだてめえ』という風な怪しむような感情を向けられるのは初めてのことだった。
　箱入り娘に近しいルビーは、やがて街の人たちに声をかけられなくなってしまう。測距アプリを見ても道が分からず、街の住民たちには嫌そうな顔を向けられ、土地すらない。ルビーの新たな門出は、開始想像暗礁に乗り上げてしまった。
「落ち着きなさい。まだ諦めるには早いわ」
　太陽も天頂を回ってしばらくたつ。勢いで宿舎を引き払ってきてしまったため、今夜寝るところも無い。どちらにせよ、進むしか無い。そう考えたルビーが気合を入れ直した、その時。
「お。何してんだ？」
　涼やかな声が、路地の入口から聞こえてくる。ぱっとルビーが振り向いた先に居たのは、茶色の紙袋を抱えて首を傾げる、白髪の男性の姿だった。
　　　　　　　　　　　‡
　マドロの案内に従い、旧市街の込み入った道を進むこと数分。ルビーの目の前に現れたのは、煉瓦でつくられた三階建ての建物だった。
「ついたぞー」
「ここが、マドロさんの塾……」
　息を呑むルビーに苦笑したマドロが、木製の扉を開けて室内に入るよう促す。おずおずとその枠をくぐる。
　室内は大きな一間となっていた。板張りの床には机と椅子が並べられ、正面の壁には巨大な黒い板が掛けられている。黒い板には白い塗料でびっしりと幾何学模様や謎の数式、図解された物体などが書き込まれており、その壁を囲んで四人の人物が言葉を交わしていた。
「だからな？　マイオトラス理論をもとに考えると、霊力には質量が存在しない可能性があるってことなんだよ」
「いやそれはおかしい。それはレージェマイルの原理に当てはまらないだろ。そうじゃなきゃ星術が物理的な斥力を産み出していることに理由が付かないじゃないか」
「バカが。仮想質量の文献を漁ったことがないのか？　二〇年前の研究論文には、斥力を産み出しているのは霊力ではなく空気中の粒子が作用していると証明されているわけでだな」
「ってことは昔の人たちは質量×虚数のカップリングを考えてたってこと!?　それって星術が子供ってか攻めってことじゃん！」
「「「いやそれはおかしい！」」」
　いったい、何の話をしているのだろうか。四人の議論の内容があまりにも高度過ぎて、ルビーには内容が理解できない。
　彼らの話の水準は、アルマゲスト学園に所属する教職員よりも、はるかに高いものだった。
　疑問符で頭がいっぱいになるルビーに、マドロが声をかけてくる。
「驚いたか？　これが、俺の塾。『ヘリオセント塾』のいつもの光景だよ。おーい全員注目！」
　マドロが声を上げると、四人の学生が議論を中断してルビーの方を見てくる。
「あ、先生！　帰ってきた！」
「俺達の話を聞いてください！　今日は斥力の普遍性についての話をしていて」
「……ん？　って、誰ですかその子！　めちゃくちゃ可愛いじゃないですか！」
「ぐへへ、お嬢ちゃん。ボクといいことしない……？」
「「「黙ってろ両刀！」」」
「ぐええ！」
　ルビーを見て此方に飛んで来ようとした一人に、残る三人が手刀を入れて黙らせる。奇声を上げながらも恍惚とする少女の姿に、ルビーは頬をひくつかせた。
　ズレた眼鏡を直しながら、少女はルビーににへらと笑いかけた。
「こいつははマキラ・レーオル。専攻は古文書学だ」
「よろしくね～」
「よ、よろしくお願いいたします」
　マドロの紹介に身体を起こし、ひらひらと手を振る少女、マキラに挨拶を返すルビー。そこで、マドロがルビーの肩に手を置き、口を開く。
「諸君。本日から、新たにこの塾に学友が加わることとなった。彼女はアンタレス・アルファ・ルビー殿下。『宝石一〇宮』のご息女だ。ゆめ、無礼をしないようにな」
「若輩者ではありますが、よろしくお願いいたしま――」
「えええええええええ!?　お姫様!?　こんな場末の塾に!?」
　ルビーの挨拶の途中で、少年の一人が絶叫を上げる。そしてもう一人の少年と顔を見合わせた。
「おいお前ら……」
「やべっ！　にげろっ！」
　額に青筋を浮かべたマドロが低い声で言うと、少年たちが部屋を飛び出していく。頭を抱えるマドロと、あっけにとられるルビー、そして机に突っ伏すマキラだけが残る。
「……まあ、彼らが普通の男の子だということは、理解してくれたか」
「あっ、はい」
　どこか疲れたようなマドロの表情に、ルビーは少しの同情を覚えた。そこで、マキラが声を上げてマドロに疑問を投げる。
「で、センセイ。この子どうしたの。拾ってきたの？」
「それも含めて今から説明する。少し、授業もしなければならないからな。ルビー。好きな場所に座ってくれ」
「あの、他の方は……？」
「あのアホ共は知らん。放っておけ」
　マドロが着席するように促し、黒い板の前に移動する。ルビーはマドロがよく見える、マキラの隣の机に腰掛けた。
「さて。さっそくだが講義を始めよう。ルビー殿下。俺はこの前列車の中で何をしたかわかるか？」
「状況的証拠から推察するに、マドロさんは……あの生徒の星術を打ち消したと推測されます」
　突如話を振られ、ルビーは動揺しながらもスラスラと答えた。
「流石だな殿下。満点をあげよう」
「で、殿下はおやめください。呼び捨てで結構です。今の私は、ただのルビーですから」
「わかった。君の意見を尊重する」
　マドロが頷くと同時に、マキラが興味深そうな声を上げた。
「へぇ。センセイ、あれ見せたんだ？　どういった風の吹き回し？」
「まあ成り行きでな」
　そう言って、マドロは義手となっている右手を突き出した。
「ルビー。俺は今星術を使えるか？」
「……いえ、マドロさんは星術を使えません。宝珠を持っていないからです」
「宝珠、とはなんだ？」
「『星宝玉』のコピー。星術の起動デバイスでもあり、増幅装置でもあるものです」
「よどみない答え。さすがだな。だがな、それは、『不正解』だ。」
　そう言ったマドロの指先が、突如として光を帯びる。
「え――」
　ルビーの目の前でマドロが素早く指を動かし、二ブロックほどの長さを描く。
「【駆動イニシエイト】」
　直後。幾何学模様が光の玉となり、煌々と教室を照らした。
　それは紛れもなく、星術。光源を産み出し自在に操る、金剛属術式の『燈火ルークス』だった。
　がつん。と殴られたような衝撃がルビーの頭を襲う。
　目の前の光景を、正しく理解できない。頭が、目の前の光景を理解することを拒絶している。
「じょうだん、ですよね？　だって、星術は、宝珠がないと――」
　口元をひくつかせるルビーは、救いを求めるようにマドロの方へと顔を向ける。
　だがマドロは、にこやかな笑みを浮かべて、トドメの言葉を放った。
「星術に、宝珠は必要ない」
　目の前で宝珠を用いない星術の発動を見せたあと、マドロは星術に対する常識と真相をルビーに話し始める。
　まず前提として語られたのは、星術とはなにか、ということ。
「これは既に多くの学者が研究して結論が出ている。星術とは、霊力が『星宝玉』ならびに宝珠に流し込まれることによって起こる現象だ。人は自身の持つ霊力を宝珠に流し込み、宝珠が霊力を人知を超えた術に変換する。というものだな」
　マドロは黒い板に白い棒――黒板と、チョークというらしい――に星術・宝珠・『星宝玉』と書き込んでいく。それぞれに相関関係の矢印を書き込むマドロは、そこでルビーを指さす。
「だがここに少し、おかしなことがある。ルビー、宝珠はどのように作られる？」
「……宝珠は『星宝玉』の組成に近い鉱石を元に作られます。霊力を込めて人工的に作り出される霊力の含有量が多い鉱石が用いられることが多いです」
　慎重に言葉を選び、学園で学んだことを引用する。マドロは頷き、ついでマキラにチョークを向ける。
「正解。では『星宝玉』はどのように人類にもたらされた？　古文書の文言を引用してみてくれ」
「《荒廃した世界に人々が絶望し、空に救いを求めたその時。空を覆う厚い雲を切り裂いて、一〇の輝く彗星が地表に降り注いだ。人類はそこで初めて、星術を手に入れたのである》ナルオ・サザーランド著『星術のすべて』より引用」
「さすがは古文書マニア。満点だよ」
　おちゃらけた態度とは一変してつらつらと語るマキラに、マドロが満足げに頷く。
「このように『空』『宇宙』から『星宝玉』はもたらされたとされている。だがおかしくないか。なぜ、空からもたらされた物の代替に使える物が地球上にある？」
「それは……地球上には霊力が満ちていて、相対的に物質に込められた霊力が多いということではないですか？」
「では『星宝玉』は霊力が多い惑星から偶然飛んできたと？　飛躍的に宇宙開発が盛んになった今の時代においてでも、人類が生存できる惑星が見つかっていないにも関わらず？」
　マドロが言うのは、学術の主流における指針をそのままなぞったものだった。
　『星宝玉』が空から飛来したのならば、そのような物質が自然に生まれる惑星があるはず。だからこそ、新天地を見つけることは比較的容易いのではないか。という主張。
　それに従った行政は、荒廃した地表に見切りをつけ、空へと生活圏を移した。
「仮に宇宙から『星宝玉』が降って来たとする。ではその星を見つけられる確率はどれほど高い？　ありえない確率だと少し考えればわかるはずだ」
「それはそうですが。でも、現にその確率が目の前にあったらそう信じるしかないのではないのでは？」
「そこだよ。そこが問題だ。仮説よりも先に答えが来ている。そうなると思考を差しはさむ余地がないから、『そういうものだ』と納得させることができる」
「まるで、『星宝玉』の真実を隠そうとしているようなお言葉ですね」
　曲がりなりにも皇族として行政に関わると立場であるルビーからすると、あることないこと邪推するような言葉に、眉根を寄せる。だが、マドロは我が意を得たりと言わんばかりに頷く。
「その通りだ。宝珠や星術に関する学術論文は数多いが、『星宝玉』についての正式な記録は、いずれも歴史書の範疇にとどまっている」
「そうっすね～。『星宝玉』に関しての歴史書は四七個存在するけど、経緯を考察するような学術論文はゼロ。全くのゼロ件だね」
「これは論文の件数が意図的に絞られている。そういうことしか考えられない」
「それは……そうですが」
「ルビーも不思議だったんじゃないか？　なぜ人類は外へ新天地を求めるのか。地表を再生しようとしないのかと」
　意図的に情報が制限されている、『星宝玉』の飛来経緯について。そして、不自然な方針の操作。そこから導き出される仮説をマドロは語る。
「『星宝玉』は空から降って来たんじゃない。地上で作られ、製造の過程で地表が死に絶えた」
　マドロは、黒板の矢印を消し、『星宝玉』と星術の相関関係の矢印を書き換える。
「星術は『星宝玉』が与えた技なんかじゃない。『星宝玉』は人間が生み出した技術、ということだな。ここまでで質問は？」
「お話は分かりました。マドロさんの結論に異議を唱える気はありませんが、一つだけ聞かせてください。……星術が『星宝玉』によって与えられたものでないのなら、私は、『適正なし』はなぜ星術を使えないのですか？　星術が人類の生み出したものだとして、その理由では『適正なし』に星術が使えないという理由の根拠になっていません」
「それは『星宝玉』がもたらす星術と、本来の星術は全く違うものだからだな」
　マドロが再び右手を前に出す。すると再びマドロの指先が光り、指先の軌跡に沿って幾何学模様を空中に残していく。五ブロックほどの長さの模様を描き、最後にピリオドを打つように点で括った。
「【駆動】」
　マドロがそう言葉にした瞬間、幾何学模様が集約して現れたのは矢じりの形に評決した氷。蒼玉中級属術式『氷鱗グラキエス』だった。
「さてここで問題だ。お前が知ってる星術と今の星術。違いは何だ？」
「詠唱を、なさっていませんね？　代わりに、別の言葉を仰っています」
「その通り。この言葉はルーン語の意味で起動を意味してる」
　マドロはそう言って氷の玉を消す。
「本来の星術は霊力に指令を与える文字を書き、起動を明確に示さなきゃならん」
　マドロが空中に幾何学模様を数個描く。ルビーはそこで初めてそれらが文字だと理解した。
　言われてみれば、二・三節の中に似たような記号が数個存在していることがわかる。
「霊力に指令を与える文字の名前は詳しく定義されていなくてな。文献によってマントラと言われたりルーン文字と言われたりしている。俺は端的にルーンって読んでるな。これを組み合わせて、『霊力術式』を描く。それが正しく起動したときの現象が星術というわけだ」
「つまり……『星宝玉』・『宝玉』は、星術の起動を短縮するためのデバイスだと？」
「その通り。満点をあげよう」
　マドロが左手も前に出し、指で丸を作る。マキラからもぱちぱちと拍手され、少し気恥かしい気持ちになった。
「『星宝玉』・宝珠はその内側にルーンが刻まれている。それに霊力を通すと、術式に霊力が満ちて星術が起動するわけだ。本来の星術みたいにすべて理解してルーンを括っているわけじゃないから、起動するものの再現率もまちまちだがな。それに――」
「す、少し待ってください……」
「ちょっとちょっとセンセイ、姫ちゃん情報に溺れてる溺れてる」
　すらすらと星術についての講義が進んでいくが、ルビーの脳内は、もう情報の濁流でチンプンカンプンになってしまっていた。頭から煙が噴き出しそうになって目を回していると、
「すまん。ややこしい話だっただろ？」
「列車の中で話すことじゃないのは理解しました……」
　ぐったりと頭を抱えるが、マドロは微笑ましそうに笑う。
「ともかく、これで俺が何をしたか、君が星術を使えると理解できたか？」
「はい。でも、すぐに使えるのですか？」
　ルビーの脳裏によぎったのは、およそ一ヶ月後に迫る実技試験のことだった。今から鍛錬して、間に合うのだろうかという焦りから出て来た問いだったが、マキラは何か違う意味で取ったのか、邪推するような笑みを浮かべる。
「ほう？　すぐに使ってみたいと？　やはり星術には憧れがあるのかな？」
「い、いやそういう、訳でもないこともないのですが……」
　完全に誤解とは言えないため、頬が熱を持つ。誤解を解くために、ルビーは試験が一ヶ月後に迫っていることについてマドロへ説明をした。
「――というわけなのです。どうでしょう。今から訓練して間に合いますか？」
「そういう経緯が……」
　むむ、とマキラが考え込むように口に手を当てる。
「なるほど。なら始めるのは早い方がいいか。実技試験は学園の訓練場において、実戦形式でダミー人形を倒す、という形式で合っているな？」
　マドロは確認するようにルビーに再度問うた。
「はい。初年度の実技試験はその形式が主流になっていると聞きます」
　マドロは何度か頷きながら、黒板に再び文字を書きつける。
「星術を扱えるようになるには三つのステップがある。一つは、体内の霊力を操作できるようになることだが……まあ、『学生』ってことはクリアできてるだろ」
　マドロの促しにルビーは頷く。『星宝玉』との適性が無かっただけであり、霊力を操作するだけならば人間だれしもが自然に行っている動作だ。光るほどに霊力を集めた経験はないが、それは日頃の技術の応用で何とかなるだろう。
「残る二つが少し大変だ。先ほど見せたように、星術を正しく扱うには、この『指示文字』の文法を覚える必要がある。初級なら三節、中級なら四節の文節を繋げなければならない。いわば新たな言語を覚える必要がある。これがまず一つ」
「私は翠玉属エメラルドの文節覚えるの、二ヶ月くらいかかったな……」
「最後は極めて単純なんだが、それらを書く訓練だな。ちまちま一文字ずつ書いていくっていうなら、一月かければなんとかはなる。まあ、実践では使い物にならんがな」
「それでも一ヶ月かかるんですね」
「新しい言語を覚えるのに久しいからな。指先に書く感覚を覚え込ませつつ、肉弾戦も視野に入れた身体をつくる。この二つを体得してこそ、ようやく星術を会得したと言える」
「……かなり大変ですね」
「それでも間に合うかはルビーの優秀さと才能に左右されると言っていい。もしかしたら一〇属性全てを修めることができるかもしれないし、前日になっても初級すら使えない可能性もある。それでも、君は星術を学びたいか？」
　難解で険しい勉強を始めるのかと、マドロは最終確認を示してくる。だが、ルビーの答えは初めから決まり切っていた。
「むろんです。一度は閉ざされたと思っていた道をもう一度歩めるのならば。私はなんだってします」
　諦めるわけにはいかない。ルビーには、果たさなければならない願いがあるのだから。覚悟に燃えるルビーの目を見て、マドロは頷く。
「そうか。なら今日この後から訓練を始めよう。お客様扱いは出来ないが、それでもいいか？」
「構いません。姫だということも一度忘れてください。私はマドロさん、いえ。先生に教えを乞いに来た、ただのルビーですから」
　ルビーはそう口にして、マドロに深々と頭を下げる。
「これからよろしくお願いします。先生」
　　　　　　　　　　　‡
　それからのこと、マドロはつきっきりでルビーの勉強に付き合ってくれた。
　ルビーにとっても驚きだったのは、自分の身体が思いのほか霊力の扱いに長けているということだった。
　マドロに手本を見せてもらい、空中に霊力を残留させる技術――『術式残留』をぶっつけ本番でやってみた所、かなりの精度でマドロの手本を再現することに成功したのだ。その時のマドロの驚きようは激しく、ルビーはこの大人がこんなふうに驚きを露わにするのかと逆に可笑しくなったくらいだった。
「俺でも一週間かかったのに……」
　少し杜撰な口調で気を落としたマドロの機嫌が直るまで、少し時間を要したのはまた別の話。
　早々に霊力操作の訓練を修了したルビーが取り掛かったのは、『指令術式』の言語習得だった。
　学園で行う座学の授業とは異なり、紙の資料を閲覧して一文字一文字覚えていく。その過程で頭を抱えたのは、ルーン文字種類の多さと、単語の難解さであった。
　星術は大まかに分けて一〇の属性に分けられる。それぞれ一〇の『星宝玉』に対応した名前が割り当てられており、それぞれが別の言語法則で成り立っていたのだ。
　例えば翠玉属の初級星術『烈風』は、風を意味する単語と接続詞、方角を表す単語で成り立っている。
　だが土耳古トルコ石属の初級星術『紫雲』は、強化するという意味の単語を三節つなげて書くことになっている。
　ベースとなる言語が多いこともさることながら、その法則の難解さにルビーは頭を抱えることとなった。
「ま、これが星術が『星宝玉』主体に変化していった要因でもあるだろうよ。簡単に、効率よく、力を得るほうが重要だったわけだ」
　宝珠との相性こそあれど、霊力を流すだけで疑似的に星術が使える手軽さが出回ってしまった現代では、正統な技術が廃れてしまったのも頷ける。
　そこからの日々は、ルビーにとって新しいことの連続だった。
　日々新たなことを学び、間違いを重ね、また一つ賢くなる。塾にやってくる若者たちと議論することもあり、彼らの知識を貪欲に吸収していく。
　あの日以来、ミシェルからの干渉もない。実家からの連絡も特になく、ルビーは平穏な研鑽を重ねていた。
「こんなところにいたっ！　アンタねぇ！」
「わっ、ミナ？」
　訓練を初めて二週間がたった頃。ルビーが買い出しメモに従って旧市街を歩いていると、突然ミナに腕を掴まれた。
「まっっっっっっっっったく連絡寄越さずにどこほっつき歩いてたのよ！」
「前に言っていた先生のところだけど……」
「あそう。本当に居たんだ……って、それどころじゃないわよ！　アンタ学校に来ないから連絡見てなかったでしょ!?　とんでもないことになってるわよ！」
「とんでもないこと？」
「今朝、掲示板にいきなり張り出されてたのよ！　あんたが総長に喧嘩売るって言ってたし、なんかやらかしたのかって！　旧市街に行くって言ってたから朝から探してたの！」
「ちょ、ちょっと待って。何を言っているの？」
　鬼気迫る勢いのミナに若干引いていると、ミナは息を整えて一枚の写真をルビーに見せる。ルビーは道の端に寄り、ミナの端末を覗き込んだ。
「『今期の進級試験において、アンタレス・アルファ・ルビーのみ形式の変更が成される。試験形式は、ミシェル・カサンドラとアンタレス・アルファ・ルビーとの模擬戦形式となる。難易度を上昇させる代わりに、敗者が勝者の要求を全て飲む、という報酬を追加するための措置だ。また、選手両名の間に結ばれている婚約は一時的に凍結となり、接触を禁ずる。なお、試合は公平を期すために両名が一人ずつ助っ人を招集することを条件とする』……なるほど。こういう形にして来たのね」
　ミシェルの「ただですまない」という言葉を思い出す。これは、ルビーの意見を飲んで譲歩したように見えるが、その実負けたルビーの今後を縛るための要項だろう。
「そ、それでどうするのよ」
「とりあえず先生に相談することにするわ。ミナも来る？　荷物も置いてこないといけないし」
「え、ええ……」
　マーケットから場所を移し、路地裏をすいすいと進んでいく。慣れた足取りで歩を進めるルビーと対照的に、でこぼこした地面に足を取られながらミナが付いてくる。
　歩きながらミシェルの意図を考察しているルビーにミナが話しかけてくる。
「……ルビー、あんたなんか落ち着いてない？」
「そうかしら、まあ、最近いろんな事があったから……」
「いろんなことって……進級試験変更よりも驚くことってあるの……？」
　常識を根底から覆され、本当の歴史に驚き続けたせいだろうか。妨害があるだろうなと予想していた出来事に、ルビーはあまり驚いていなかった。
「いろんなことって何よ」
　疑問符を浮かべるミナに、ルビーは考えこむが、隠すこともないかと思ってここ一週間で起こったことをかいつまんで話した。
「で、私は今先生に星術を教わっているの。今は翠玉属と金剛属の――」
「ちょちょちょちょ待って待って！　受け止めきれない受け止めきれない待って待って聞いた私が悪かった！」
「そう？　まあいいけれど」
　つらつらと話し続けるルビーをミナが遮る。必死に処理しようと頭を抱える姿に、奇妙な既視感を覚えるルビーは一度話を切り上げた。
「さ、ここが塾。私が今住まわせてもらっている場所」
「ふうん、ボロ……風情のある建物ね」
　ミナの引き攣ったお世辞にルビーが苦笑し、扉を押し開けて中に入る。すると、部屋を掃除していたマキラが顔を上げた。
「あれ？　誰その子」
「紹介するわね、この子はミナ・アルバート。私の学校での友たち。ミナ、この人はマキラ・レーオル。塾生の一人よ」
　ひらひらと手を振るマキラに、ミナが挨拶を返した。そこで、ミナが思い出したように手を打った。
「そうだ言い忘れてた！　掲示板に総長のペアが張り出されてて、ルビーも一週間以内にペアを申請しろって書いてあったのよ。これが一番大事なこと！」
「あらそれはたいへん。言いに来てくれてありがとうミナ」
　さて、誰に頼もうかルビーの脳が回転し始める。
「ミシェルの相手って誰なの？　執行部員？」
「うん？　私は聞いたこと無かったけど、ルビーは知ってるんじゃない？　えっとね、名前が……あった」
　ミナは携帯端末を取り出し、写真をルビーの前に出す。
「この子。プロキオン・ベータ・ダイヤだって」
「え――」
　瞬間、ルビーは言葉を失った。





三章　願いのかなた


「ふっ――！」
　塾の近くの空き地に、きぃんっと氷が砕ける涼やかな音が響く。次いで、どさりと地面に倒れる土嚢で作られたカカシ。ルビーは額に浮かぶ汗をぬぐいながら、明け方の空を仰ぐ。
　ここ数日、ルビーはこの空き地で鍛錬に励んでいた。だがルビーの目の下には深いクマが刻まれ、明らかに顔の色も悪い。ルビーはふらふらと揺れる頭を必死に御し、鍛錬を再開する。
　指先に意識を集中させる。目を閉じ、身体の血液を指先に集めるイメージで。マドロに教わったことを再現すると、指先がぽうっと光り輝く。間髪入れず、空中にルーンを描いていく。
　その過程で注意を切らさないように、頭が混乱しないように、一文字一文字丁寧に描く。数秒で、ルビーは四節の術式を書き終え、待機状態にして空中に浮かせる。
「【駆動】」
　焦らぬよう、ルーンを口にすると、術式は文節ごとに氷の矢となった。ルビーが指先を眼前に置かれたサンドバッグに向けた刹那、四本の氷柱はルビーの元を離れ、砂でできたカカシを粉砕した。
　カカシが粉となって散ったところで、ルビーは携帯端末を見る。そこに映っている時間に、ぐっと拳を握りしめた。
「……うん。発動がスムーズになってきた」
　初日の鍛錬では、蒼玉属初級の『氷礫』ですら一〇分ほどの時間がかかっていた。だが、今は『氷礫』を四個並立駆動させながらも、描画から発動までが一〇秒ほどに収まっていた。目覚ましい進歩である。
　夜遅くまでマドロやマキラに付き合ってもらい、ルーン文字の勉強も進めている。その甲斐あってか、ルビーは一〇の区分属のうち、三属性の星術の起動に成功していた。
　マドロもこの修得スピードは異例だと驚いていた。普通は一属の文法を覚えるのに半月、さらに起動ができるまでに一ヶ月の時間を要するそうなのだ。
　半月で三属性の星術を起動できるようになったルビーの才がずば抜けていることがわかるだろう。今も複数の星術を同時に起動する多重駆動を成功させたばかりだが、ルビーの表情は暗いものだった。
「……これだけじゃだめだ。もっとがんばらないと……」
　焦るようにそう口にし、ルビーは新しくカカシを生成するルーンを刻み始める。その時、空き地に繋がる道からミナの声が聞こえて来た。
「ルビー!?　アンタまた夜通しやってたんじゃないでしょうね!?」
「あ、おはよう。ええ、少しね……」
　空き地中に転がる鍛錬の痕跡に、絶句するミナ。バツが悪そうにルビーが頬を掻くと、ミナは眉を吊り上げて空き地に踏み込んで来た。
「少しは休みなさいよ……！　身体壊したら元も子もないのよ!?」
「ありがとう。でも、まだ足りないから。もう少しだけ……」
　心配するミナに礼を言いながらも、ルビーはなおも練習に戻ろうとした。その瞬間、ルビーの身体がふらっと揺れた。
「っ!?　危ないっ！」
　間一髪、飛び込んだミナがルビーの身体を支えたおかげで、地面に激突するような事態は避けることができた。ミナは声を荒げてルビーに言葉を叩きつける。
「ちょっと！　大丈夫じゃないでしょアンタ!?」 
　ミナが怒りをあらわにした丁度その時。今度はマキラがひょっこりと路地裏から顔をのぞかせた。
「ちわーっす……って、ありゃま。大丈夫じゃなさそうだね」
「あ、マキラさん……」
「ちょ、アンタ立つんじゃないわよ！」
　ルビーが立ち上がろうとしたところを、ミナが支える。
　今にも倒れそうなルビーに、マキラは手に持った紙袋を差し出した。
「差し入れ持って来たよ。一緒に食べようか」
　　　　　　　　　　　‡
「ふう、ごちそうさまでした。すいません、心配かけちゃって……」
「いいっていいって。同じ塾生なんだし心配くらいさせてよ」
　軽く息を吐いたルビーは、そう言ってマキラに頭を下げる。
　マキラが持って来た軽食――近くで販売しているパン屋のサンドイッチらしい――はランチマットの上から消え、ルビーの顔が少しだけ明るくなる。しかしながら身体は依然として重い。
　からからと笑うマキラに、ミナはサンドイッチをほおばりながら忠告した。
「いーや、こいつは甘やかしちゃダメよマキラ。放っておいたら一週間部屋から出てこないし、気が付いたらぶっ倒れてるような奴なんだから」
「そんなことは……ないわよ？」
「なんかいった？」
「いえなにも……」
　なにか反論しようとルビーが口を挟むが、マキラの眼光に黙らされる。しょぼんとするルビーに、マキラは困り眉でため息を吐いた。
「でも姫ちゃん、さすがに根詰めすぎだぜ？　いくら試験が大事だって言ってもさ……」
「いいえ、これは私がしなきゃいけないので」
「ちょ、ちょっとルビー」
　マキラのたしなめも、ミナの静止も聞き入れず、ルビーは再び立ち上がろうとする。ちょうどその時だった。
「よう。頑張ってるな？」
　振り向いたルビーの視界に、腕を組んで壁により掛かるマドロの姿が目に入る。どこか黒いオーラを漂わせるマドロの笑みに、ルビーは引きつった表情を浮かべた。
「先生……。お早かったですね。書類の方は受理されましたか……？」
「ああ。難癖付けられることもなく無事受理されたよ。これで試験当日、俺はお前と一緒に試合に臨めるぞ。それでどうだ？　鍛錬の方は。俺が居ない間に捗ったか？」
「……五属性の中級までは習得できました。多重駆動も可能です」
「おおそうか。優秀な生徒を持って俺も幸せだよ。で？　最後に寝たのはいつだ？」
「……六時間睡眠は取っています」
「見え見えの嘘はやめろ。大人はわかるぞ、そんなやせ我慢」
　初めて見せる厳しい視線に、ルビーは体を縮こまらせる。
「何を焦ってるんだ？　何かあるのか？」
「……それは、言えません」
　マドロの問いかけにルビーは口を引き結ぶ。硬い拒絶の発言に、マドロは肩をすくめる。
「まあいいよ、無理には聞かない。だがな、身体に負担をかける鍛錬はダメだ」
「でもっ……」
「明後日が本番だろ。今日は休め」
　ルビーはなおも言い募ろうとしていたが、引かないマドロに折れて項垂れる。
「……わかりました」
「オラ、わかったなら解散だ解散」
　なんとも言えない空気が漂う中、マドロの一声で、皆は空き地から塾へと戻っていく。
　ルビーの背中に何か重いものが背負われているようにマドロは感じ、ため息を吐いた。
　　　　　　　　　　　‡
　試験当日。一ヶ月ぶりに学園の敷地を踏んだルビーは懐かしいような、それでいて感慨深い感情に襲われていた。
「久しぶりに帰ってきたが、校舎も道も何もかも変わってるな……面影がどこにもない」
「ちょ、あんま騒ぐと目立つじゃないの……」
　今日はマドロがきょろきょろと周囲を見渡して興味深そうな声を上げ、ミナが周囲を気にしてマドロの袖を引いている。
「先生も学園のOBだったのですか？」
「まあ、な。卒業こそしてないが、一応通ったことはある」
　マドロはなぜかあまり過去のことを話そうとしない。ルビーが昔のことを聞こうとしても、のらりくらりとかわされてしまうことがしばしばだ。
　制服を着ていない人達が騒いでいるのはさぞ目立ったのだろう。正門から試験会場に続く道に足先を向けると、見覚えのある少年と、白い髪の少女が立っているのが見えた。
「やあ。ルビーくん。ご機嫌はいかがかな。お連れの皆様はえらく賑やかなようだけど――」
　ミシェルがルビーに話しかけてくる。だが、ルビーはミシェルに答えない。彼の隣に居た人物に、目を奪われていたからだ。
　銀の髪を肩口で切り揃え、黒と白の二重光彩ヘテロクロミアの目を持つ可愛らしい少女だ。だが、その顔は無表情で固定され、表情筋はピクリとも動かない。
「ダイヤ……」
「……」
　思わずと言った様子で、ルビーがダイヤの名前を呼ぶ。ダイヤはルビーの言葉に答えずミシェルへと視線を向けた。
「ああ、話して良いよ。躾が行き届いていて、僕は満足だなぁ」
「ありがとうございます。ミシェルさま。久しぶり、ルビー」
「……ええ、久しぶり。会いたかったわ」
「そう。私は別に会いたくなかった」
「っ……」
　ダイヤの切り捨てるような発言に、ルビーが黙り込む。ミシェルはダイヤの肩を引き寄せながらにこりと笑った。
「おや悲しいねぇ。僕の気遣いが無駄になってしまった。路頭に迷っていたダイヤくんを拾ってあげた僕の優しさと、君達を引き合わせてあげようとした僕の配慮は素晴らしいと思わないかい？」
「……ダイヤに何をしたのですか」
「何もしてないよ。ただ僕の好みに調整しただけさ」
　いけしゃあしゃあとミシェルが言う。ルビーはミシェルを睨みつけた。
「約束、忘れていませんよね。私が勝ったら、言うことを聞いてくれるっていう」
「忘れてないよ。君も僕が勝ったらいうことを聞くんだよ？」
　そう口にしてミシェルが踵を返す。その場を動かないダイヤに、ミシェルは命令した。
「最後に何か言ってやれ」
「……私は、あなたを友人だとは思わない」
「だとさ。試合が楽しみだね」
　高笑いして去っていくミシェル。ルビーは硬い顔をして、遠くに見えるスタジアムを睨んだ。
　　　　　　　　　　　‡
　助っ人の手続きに時間が取られ、あとから控室の扉をくぐったマドロがまず感じたのは、控室に充満する重々しい空気だった。
　その発生源は、鏡台の前に座り込むルビーだ。今もマドロが入って来たことに気づかず、唇を引き結んでうつむいている。
　マドロはふうっと溜息をつき、ルビーの方へと歩み寄る。そこではじめてマドロに気づいたのか、ルビーがのろのろと視線をマドロの方へ向けた。
「先生……」
　不安定に揺れる瞳と、へし曲げられた口の線がルビーの心情をありありと示していた。
「あの少女のことか」
「……」
　ルビーはだんまりを決め込む。だが、マドロはそれっきり何も言わずに椅子に腰かけて目を閉じていた。
「……聞かないのですか？」
　そして、しばらく時間が経った後。ルビーが口を開く。
「別に言いたいなら好きに言え。俺はただ目をつぶって、寝てるだけだよ」
　目を開かないマドロは、そう言って再び黙り込む。規則的な呼吸を続けるマドロに、ルビーは口元を少しだけ持ち上げた。
「……私の名前に『ルビー』と入っているのは、いずれ『星宝玉』を継承するための娘だ、という願いが込められているためなのです。『宝石一〇宮』の家には、それぞれ次期継承者として育てられた人たちがいました」
「……」
　マドロが無言で先を促す。
「小さい頃から訓練。知識の詰め込みに鍛錬。親の愛情なんて無く、私はただの道具だったのです。でも、私にはこの霊力がありましたから、両親は期待してくれていたようにも思えます」
　ルビーはふっと、鏡に映る自分を見る。紅玉が糸になったような髪と、大粒の宝石のような瞳が、きらりと光を反射する。
「『宝石一〇宮』同士で、交流もあったのです。まあ、お家評論会みたいなものだと思うのですが。一〇歳になった時、私はダイヤと出会いました」
　ルビーの一つ年上だったダイヤはすぐに仲良くなった。活発なダイヤと引っ込み思案なルビーという対照的な二人だったが、非常にウマがあったのだ。
「私達は約束したのです。一緒に『星宝玉』を継ごうね、って。『星術使い』になろうね、って。でも……」
　ルビーは『星宝玉』から拒絶され、家から落伍者の烙印を押され、いないものとして扱われた。
　だがルビーは折れなかった。ダイヤとともに家を継ぐと。その約束を抱え、ルビーは虐待を必死に堪えた。そしてその従順さが功を成したのか、ルビーはアルマゲスト学園の進学を許可されることになる。
　これでようやく約束を果たせるとルビーは思った。だが。
「私は約束を果たせなかった。不安なのです。ダイヤに、どう接したらいいのか。私はどうしたらいいのか」
　そう言って、ルビーは口をつぐむ。マドロはそれを聞いて納得の表情を浮かべた。
　以前から、ルビーは何かと過去を引きずるような観念に囚われているように見えたためだ。
「私、ダイヤとどうなりたいのでしょう。何か、間違いを犯してしまったのではないか。それが、不安なのです」
　ルビーの感情の根源にあるのは、不安。それも様々な要因による不安だ。
　果たして、自分たちの実力は相手に通用するのか。自分は師匠の教えを守ることができるのか。実力をうまく発揮することができるのか。
　失敗して、挫折してしまったからこそ、様々な推測ができてしまうという、聡明ゆえの不安だ。
　その悩みに押しつぶされそうな顔を見て、マドロはたはぁーっとため息をつく。
「すいません、不出来な生徒で……」
「いや違う違う。落胆したんじゃない。ちょっと安心したんだよ」
　ため息が自分に対しての落胆だと捉えたルビーに、否定の言葉を返す。
「……私は真面目なのですけど」
　頬をふくらませるルビーに、マドロは問いかける。
「簡単に考えろ。あの少女と仲直りしたいか？」
「……叶うのなら、もう一度友だちになりたいです。でも、ダイヤがそれを望んでいるかは――」
「じゃあ決まりだ。対立する考えがあるなら、考えをぶつけ合うことも、お前らには」
　真摯な表情を向けてくるマドロに、ルビーは目を見開く。
「お前は少し、自分の気持ちを無視するきらいがある。誰だって間違いは犯す。俺も、人類も。それはこの一ヶ月で学んだだろ」
「……先生の間違いは、あまり聞いたことがなかったですが」
「まあそれはおいおいな。大事なのは、君が何を望むかだ。友達なんだし、腹を割って話してこい」
「とも、だち。はい。私、友達と会ってきます」
　ルビーはマドロの言葉に、少し考え込んでから頷く。憑き物が落ちたようなルビーの顔に、マドロは口角を上げて立ち上がった。
「よし。じゃあ行くか。満点回答、取りに行くぞ」
　　　　　　　　　　　‡
　ルビーが競技場に足を踏み入れると、観客席からどぉっと歓声が湧いた。
「うおー！　姫様ーー！」
「頑張れ姫様！　総長なんかに負けるな！」
「な、こ、これは一体……」
　面食らってタジタジのルビーに、後ろから歩いてきたマドロが興味深げな声を上げる。
「見た感じ、お前の応援にやってきたみたいだが。白服の生徒が大半か？」
「そのようですが……」
　ぐるりと見渡すと、大半の生徒がルビーと同じような白を基調とした制服を身にまとっている。逆に紺服を着た生徒は居心地が悪そうに、白服の学生たちを睨んでいた。
「同じ白服として、お前に思うところがあるんだろ。これで紺服を下せればそれでよし。下せなくても可能性は見れる。そんなところじゃねえかな」
「それだけでしょうか……」
　マドロの言葉の意味もわかるが、いまいち納得がいかない。たかが白服の特例の試験で、ここまでの学生が集まるのだろうかと思ったからである。
　だがマドロが観客席を見渡し、詰めかけている生徒の種類を把握した瞬間、その目がどこか生暖かいものに変わる。
「まあ、それ以外は純粋にお前を見に来たんだろ。おそらく総長に遠慮してたんじゃないか」
「遠慮？」
「高嶺の花で、婚約者がいるなら手は出せないが、今回の試験で総長を下せればそれも覆る。あわよくばお近づきになりたい……という下心だろうな」
「そ、そうなのでしょうか……。私にそんなに魅力はないと思うのですが……」
「そんなことはないと思うぞ？　お前は容姿も整っているし、性格も良好。家柄も立派だ。普通の男子生徒ならば付き合いたいと思うのは普通のことだろ」
　ルビーがモテる理由を列挙するマドロに、ルビーの頬が熱を持つ。そこで、少しだけ悪戯心が湧き、ルビーは揶揄うような口調でマドロに問いかける。
「それは、先生もそう思うのですか？　もし私が同い年だったら、交際してみたかったりしますか？」
「……は？　お前にしては珍しい〇点な問いかけだな。一体どうした？」
「……別になんでもないですっ！」
　まるでこちらの頭のつくりを疑うようなマドロの言葉に少し胸の内がむかっとした。首をかしげるマドロに、ルビー自身も自分の心が分からないでいると、闘技場の向かい側からダイヤとミシェルが歩いてきた。
「ミシェルさまーー！　今日も素敵よぉーー　！」
　紺服の少女たちがミシェルに黄色い歓声を浴びせる。ミシェルはそれに手を振って応えながら、脇を歩くダイヤに視線を飛ばしている。
「わかってるな？　お前は僕の指示に従ってればいいんだ。好きに動こうと思うなよ」
「はい。わかりました。ミシェル様」
「お前は男の方をやれ。ルビーは僕がやる」
「おいおい、作戦丸聞こえだが、大丈夫か？」
　堂々と作戦を指示するミシェルに、マドロが失笑した。だがミシェルは表情を崩さずににこやかな笑みを返す。
「どこぞの馬の骨程度に策を弄する必要なんてないからね。これは作戦ですらない。君達を倒すという宣言さ」
「そうかそれは凄いな……頭が心配になるが、これが現代の総代か……」
　ミシェルに、マドロはもはやお手上げというようにホールドアップした。
「ふん、さてルビーくん。君がどんな策を――」
「ダイヤ。聞いて」
　ミシェルを遮り、ルビーはダイヤに話しかける。ダイヤはルビーを横目でじろりと見ただけだが、ルビーはそんなダイヤに頭を下げる。
「ごめんなさい。あの時、置いて行ってしまって」
「……」
「私ともう一度友達になってくれないかしら」
「論外。私は貴女が嫌い」
「そう。わかった。でも私は貴女ともう一度友達になりたい。だから戦うわ。私はあきらめないから」
　憎々し気な目を真正面から受け止め、ルビーがそう宣言する。ダイヤの無表情が崩れ、眉間に皺が寄るが、その頭を隣からミシェルが殴りつける。
「僕を遮って会話するな」
「……申し訳ありません。ミシェルさま」
「ったく。出来の悪い子で困るよ」
「ミシェル……！！」
　その姿に、ルビーの頭がかっと熱を持つ。ミシェルはその視線を受け止め、挑発的に手をくいっと曲げた。
「君も将来こうなるんだ。これが幸せだと思い知らせてあげるよ」
　ばちり、とお互いの視線がぶつかる。その時、会場にアナウンスが響く。
『選手両名入場完了。これより、模擬戦闘シークエンスのフィールド結界を展開いたします。展開後、ファイブコールより、試合開始となります。試合形式は、サブトラクションの非致死性の模擬試合。試験監督は管理AIのアルカディアが受け持ちます。勝利条件は、大将であるアンタレス・ルビー、ミシェル・カサンドラの意識喪失となります。各選手、配置についてください』
　アナウンスと同時に、闘技場と観客席を隔てる様に薄く緑色に色づいた障壁が形作られていく。マドロはその結界の手際に感心したように声を上げた。
「ほう。翠玉属上級『水晶障壁』の応用か。現代でも衰退せずに残っている器具もあるわけだ」
「何をぶつぶつ言っているんですか？　まるで余裕そうですが、ダイヤを相手に一〇秒は持たせてくださいね？」
「さーてそれはどうかなぁ……」
　つっかかってくるミシェルに肩をすくめるマドロ。肩透かしを食らったと感じたのか、ミシェルは僅かに口元をピクリと動かす。続けてルビーに対象を切り替えた。
「さて。最初で最後の模擬戦だ。ルビーくん、僕の愛を受け入れる準備はできたかな？」
　だがルビーはミシェルを見もしない。ただ一点を、ダイヤだけを見つめ、両の指を緩く開いている。
「っ！　『適正なし』の分際――」
『ゼロ。スタート・デュエル』
　完全に無視されたミシェルは、そこで初めて表情を羞恥に染めて声を荒げる。その瞬間、試合開始のブザーが鳴り響き、ミシェルの言葉を掻き消した。
　直後、ルビーがダイヤの元へと駆けだす。自分のことが眼中にないようなルビーの様子にミシェルは眦を釣り上げ、握った槍をルビーへと向けた。
「【我願う・勝利の加護・飛来せし一撃】！　【万里雷槍バルドル】！」
　槍の穂先に埋め込まれた宝石が輝きを放つ。その輝きに観客席から歓声が上がる。
「あれが『星宝玉』の輝き……！　総長の最強の一撃が出るぞ！」
　ミシェルが握る槍こそ、彼を総長たらしめている要因の一つ。『宝石一〇宮』に伝わる、この世界に一〇しか存在しない『星宝玉』を埋め込んだ武器。勝利をもたらす必滅の槍。名をミストルティンと言った。
　ミシェルの身体から発散された霊力が、『星宝玉』を通して、バリバリという空を割くような音を立てて形を帯びていく。身の丈を超えるほどの雷の槍を顕現させ、ミシェルは間髪入れずにルビーへと投擲した。自分を無視した愚かな女が黒焦げになることを想像してミシェルがほくそ笑んだ。だが。
「おっと。それは野暮ってもんだ。【霧散バニッシュ】」
　マドロが義手を突き出してルーンを口ずさむと、雷霆がぱぁんと音を立てて、霊力の青白い粒子に分解された。その直後、呆けているミシェルに、マドロの蹴りが叩き込まれる。
「ごばぁ!?」
　突進の勢いのまま、ミシェルの身体が背後へと吹っ飛ぶ。痛みに歪むミシェルを、マドロは不敵な笑みで嘲笑った。
「減点。ちったぁ相手してくれよ。総長さま」
　そう宣言したマドロが、右手を空中に向ける。マドロの右手には、六ブロックに書き込まれた霊力の塊が握られていた。
「【駆動】！」
　マドロの声と共に、霊力の塊が弾けた。マドロの術式に込められた霊力が吹き荒れ、ミシェルとマドロを暴風の結界で覆い尽くし、外からの視線を遮る。
「なんだ!?」
　ミシェルはミストルティンを振るい、障壁に雷霆を放つ。だが、雷霆は障壁に触れた瞬間に霧散し、空中に霊力をまき散らせるだけだった。
「お前、一体何者だ……いや、待て」
　ミシェルがマドロに何者かと問おうとした瞬間。目の前で起こった現象に、何かが引っかかった。
　現象として成立した星術が、障壁に触れた瞬間掻き消え、込められた霊力を周辺へとまき散らされた。
　それはつまり。
「星術の霧散……？　霊力が拡散されて消滅……。あなたまさか！」
　ミシェルの脳裏に浮かんだのは、総長就任時に閲覧した「学籍削除者」の名簿。三白眼を指で引き、舌を突き出した男の写真。
「『黒衣の魔術師』、マドロック・グィバー!?」
「うっわ懐かしい名前だな!?　でもな――」
　ミシェルの呼び名にマドロが悶える。だが、彼の義手は素早く空中に紋を描いてミシェルの方へと鉄の矢じりを飛ばした。
　ミストルティンで矢じりを弾くミシェルに、マドロが跳躍した。広がった外套の内側には、夥しい量のルーンが刻まれている。
「今の俺はニコラス・マドロフ！　若人を導く教師だ！　【解放】！」
　外套が輝き、マドロの周囲に膨大な量の星術を顕現させる。
　この外套の機能こそ、マドロが本気である証。
　マドロの指先に連動し、同じ星術を再現するというオリジナルの道具。正真正銘、マドロの奥の手だった。
「黙れっ！　この下法使いがぁ！」
「ははっ！　笑顔が崩れたぞ？　周りの目がなくなったからかぁ？」
　ルーンから雨あられと星術を放つマドロと、初めて見せる憤りの表情を浮かべるミシェルの雷霆が衝突する。
「ちぃっ……面妖な技を……！」
　轟音と共にやってきた衝撃波で吹き飛ばされ、ミシェルの身体が闘技場を滑る。
「まだまだいくぞぉ～！　【駆動】！」
　いち早く距離を取ったマドロが再び星術の一斉掃射をはじめ、瞬時に百を超える種類の星術がミシェルへと殺到した。
　ミシェルは舌打ちをしながらミストルティンを振るい、マドロが放つ星術を片っ端から叩き通していく。
　その数が一〇、二〇、三〇を超えたところで、ミシェルは僅かな間隙を見つけ、てそこに穂先をねじ込む。
「【雷槍補枝ラタトスク】！」
　穂先からナイフほどの小さな雷が生まれ、次々とマドロに向かってくる。マドロはそれらを避けることなく、右手の義手で空中へとルーンを描いた。
「【霧散・開】！」
　そう呟いた瞬間、マドロの術式が起動する。殺到するそばから雷が霊力に還され、淡い青色の粒子がマドロの視界を遮った。
「ここっ！」
　その刹那を見逃さず、ミシェルはマドロの間合いへと跳躍した。
「うお!?　早っ！」
「遅いっ！」
　マドロを間合いに捕えたミシェルは、勢いを殺さぬように槍を振り、マドロへと向けた。
　ミストルティンの全長は三メートル。マドロその範囲から逃がさぬように、ミシェルが追随する。
　叩きつけと突きを織り交ぜながらミシェルは肉弾戦を仕掛ける。
「くっ……」
「伊達に総長やってねえな。槍使いだけなら八〇点ってとこか？」
　ミシェルが鋭く穂先を振るうも、マドロは的確にミストルティンを捌き続けている。
　確かにミシェルの槍捌きは完璧だった。気を抜けば即座に穂先に胴をえぐられ、内包している雷霆が体中を蹂躙するだろう。ミシェルの実力が嘘偽りではないことが容易に推し測れる。
　だが、ミシェルの槍捌きは素直すぎた。だからこそ、マドロは容易に穂先を流し、躱し、星術で受け、あるいは反撃することができた。
　攻めきれないミシェルが焦りを感じ始めたその時、マドロが星術で生み出した矢じりを握りこんで即席のメリケンサックとして振るってきた。
　度肝を抜かれたミシェルは、思わず穂先を突きつけて叫ぶ。
「なんなんですかその戦い方は!?　星術を握るなんて聞いたことがありません！」
「お前らは星術を神格化しすぎてんだよな。だからこういった意識外の戦い方を見慣れてねえはず……だっと！」
　身体を引いてミストルティンの穂先を躱したマドロは、お返しとばかりにミシェルの胸元に蹴りを放つ。
　ミシェルは槍を引き戻し余裕をもってマドロの蹴りを躱すが、胸元の衣服が切り裂かれてぱっと血が散る。マドロのつま先から一〇センチほどの所に血液が浮いているのを見つける。
「間合いを誤魔化す、ガラスの刃ですか!?」
「満点。こういう小細工に弱いってことだ」
　マドロがそう言ってにやっと笑う。
　ミシェルは苛立ったように舌打ちをして、ミストルティンの穂先を突き付けた。
「試合の場で小細工ばかりをする。あなたのような人などやはり許して置けない！」
「ほう。俺の前で善悪を説くか。どこかで聞いたことのある言葉だな。ではお前に一つ質問をしようか」
　マドロは挑発するようにミシェルへ問いを投げる。
「お前は人類が悪いことをしているとしたならば、どうする？　人を殺し、文明を壊し、されど世界を運営するためには犠牲が必要だと語ったならば。為政者としてお前はどうする？」
「むろん、今の秩序を守るためならばそれが必要なのでしょう。僕はそれを肯定し推進します」
「ほう。それもまた秩序の体現者ということか。だが思考停止に陥るのはよくないな」
　マドロが諭すようにミシェルへと言う。ミシェルはこめかみをひくひくとひくつかせてマドロへと食って掛かる。
「ふん、だから何だと言うのですか？　あなたの攻撃は僕に一撃しか届いていませんよ」
「二〇点。俺は何もしねえよ。今から爆発するのは、お前の力だ」
　マドロが舌を出してそう宣言したところでミシェルは気付く。暴風によって断絶された結界の中に、何が満ちているのかを。
　後先考えずに放ちまくった、自身の星術の残骸。様々なエネルギーに変わることのできる、純粋な粒子の結晶。
「まっ――――」
「じゃあな。総長さま」
　直観的にマドロが何をするのかを感じ取ったミシェルは、それを止めるべく手を伸ばした。だが、マドロの指の方が早い。
「【駆動】」
　マドロの声と共に、暴風の内部に、衝撃波が炸裂していく。この密室で、圧縮された星術の衝撃からマドロからは逃げられない。相打ちを狙うつもりかとミシェルは考えたが、そこでマドロが散々見せていた技を思い出す。
「一人で寝てろ。【霧散】」
　ばりっと義手が光り、マドロの周囲だけに霧散の波動が輝く。
　身体をシェイクされ、ミシェルが宙へ吹っ飛ぶ。そのまま暴風の結界に衝突し、ミシェルの衣服をずたずたに切り裂いた。
　その瞬間、ダイヤと激しい殺陣を繰り広げるルビーの姿が、ミシェルの目に入った。
　自分をコケにし、対面することなく排除するという所業を侵され、ミシェルの脳裏が怒りに染まる。
「許さない、僕を貶めたその罪を味わせてやるぞ……」
　不穏な空気を感じたマドロが、ミシェルの意識を刈り取ろうと肉薄したが、ミシェルは既に腰に釣っていた透明な宝石を握りつぶしていた。
「うわああああああああああああああ！！」
　瞬間、ダイヤが悲鳴を上げた。
　　　　　　　　　　　‡
「ダイヤ！　【駆動】！」
　ブザーが鳴った瞬間、ルビーは右手で『氷礫』を四重に重ねて起動した。白服のルビーが星術を起動してどよめく観客席を無視し、ルビーは待機状態にしていた『氷礫』を全てダイヤへと放つ。
　それだけにはとどまらず、四本の氷柱を放った直後にルビーはダイヤの元へと疾走した。走りながら文字を紡ぎ、ものの数秒で今度は紅玉属の星術『炎柱』を完成させて背後に浮遊させる。
「行って！」
　時間差で『炎柱』を投擲し、ルビー自身もダイヤとの距離を詰める。氷柱と炎を目くらましにし、ダイヤの有効射程圏内に右足を踏み込んだその時。
「【私は、断罪する】」
　ダイヤがぽつりとつぶやく。ルビーの背筋に今まで感じたことのない寒気が走りその場から飛びのいた途端、ぷんっとダイヤの姿がブレた。
　ルビーが立っていた場所にダイヤの戦斧が振り下ろされ、刀身が闘技場の地面に深く突き刺さる。ルビーはそれを見て舌を巻いた。
「なんって、力……！　速度……！」
　闘技場の地面は星術で強化されているはず。その地面をバターのように切り裂く破壊力と、瞬間移動と見まごう程の移動速度。
　ルビーの戦慄を聞いてか聞かずか、下を向いていたダイヤの顔がぐりんっと此方を向く。地面を抉り飛ばしながら戦斧が引き抜かれ、再びダイヤの姿がブレた。
「っ、【駆動】！」
　ルビーは即座に守りを意味するルーンを描き、ダイヤと自分を結ぶ直線上に空間的な断絶を産み出す。だが。
「【私は、裁断する】」
　二秒。それが、ルビーの結界がダイヤの戦斧を受け止められた時間。
　空間的な断絶を割り砕くという異質な方法で突破し、ダイヤの戦斧がルビーの首へと迫る。
「うっ……！」
　間一髪、腰を落として横薙ぎの一撃を躱すが、逃げ遅れた深紅の前髪が数本空中に舞った。
「ルビー、どうして近寄って来たのかはわからないけれど……」
　ダイヤがそう言いながら地を蹴り、くるんっと遠心力で以て戦斧を加速させる。
「この距離は、私の絶対圏内だよ」
　瞬間。ダイヤを中心として重い刃の暴風が顕現した。競技場の床をもはや水を掻くように砕き、粉へと還していく。
　ダイヤの猛攻は止まらない。白銀の輝きを引き連れ、戦斧が残像を残しながら振るわれる。ばっと土煙が舞い、ルビーの身体を完全に隠す。
「……所詮、この程度」
　ダイヤがそう呟き、目を伏せる。
　ルビーの方から視線を外し、つま先をミシェルの方へと向けた、その時。
「【融合駆動ユニオン】」
　ばっと振り向いたダイヤの耳元を何かが通過した。その正体を探るよりも、ダイヤの胸中に広がっていたのは意識の空白を産み出すほどの驚愕だった。
「どこ行こうってのよ。まだ、私は立ってるわよ」
「ルビー……！」
　土煙が晴れた場所に居たのは、その場に立っているはずがないルビー。あの刃の雨を受けたとは思えないほどに軽傷のルビーは憤りをあらわにして眼光を鋭くした。
「何のために近寄って来たかですって……？　そんなのひとつしかないでしょ」
　ルビーは両手で別々のルーンを描き、それを一つの文に合成する。
「私は！　あなたと！　仲直りしに来たのよ！　【融合駆動】！」
　ルビーが叫んだ途端、ルーンが赤と青の輝きを放つ。霊力が拡散し、炎と氷の剣となってルビーの前に現れた。
「……ふざけるなぁああああああ！！」
　だがルビーの言葉を聞いた瞬間、ダイヤも動く。
　憤怒の叫び声をあげ、戦斧を再び横薙ぎに振るう。ルビーを肉片にしてなお余りある重みの攻撃がルビーに迫るが、ルビーは炎氷の剣を構えて迎え撃つ。
「そんな小枝で！」
　氷程度で何ができる。と言わんばかりのダイヤの怒声が響くが、両刃斧が接触した炎氷の剣は折れることなくその攻撃を受け止める。
「な――」
「ふざけてなんかない！　私は貴女から逃げたりなんかしないわ！」
「うるさい！　うるさい！」
　驚愕に染まっていた表情を怒りに染め、ダイヤが吠える。
　ルビーは右手で炎氷の剣を振るいながら、左手で再びルーンを刻んでいく。次の瞬間、ダイヤの逃げ場をふさぐように氷の剣が周囲に突き刺さり、地面を歪に凍結させた。
「うざ……！」
　凍結は瞬時にダイヤの足にもおよび、機動力を奪う。その隙を見逃すルビーではなく、炎氷の刀身をダイヤの胴へと横薙ぎに振るう。
　傷がかあっと熱を持ち、瞬時に凍りつく。斬撃と凍結を同時に行う氷の刃に、内部にダメージを与える炎の熱が乗り、ダイヤの体力を否応が無しに奪っていく。
「どうして私を拒絶するの？　貴女に何があったの？　それを聞きたくて、私は今ここに立っている。それが貴女のためでもあるし、私の為でもあると、私は信じているから！」
「ルビー……！」
　豹変した理由を問うルビーに、ダイヤが何かを言おうとしたその時。ダイヤの目から、つうっと血が流れた。
「あ……」
　ダイヤが呆けた声を上げた瞬間。
　彼女の身体から、膨大な霊力が吹きあがった。
　　　　　　　　　　‡
「テメエっ！　何をしたっ！」
　マドロがミシェルの胸倉を掴み、揺さぶる。だがミシェルは薄ら笑いを浮かべながら視線を虚空に彷徨わせていた。
「おい答えろっつ！　何をしたんだ！」
「リミッターを外したんですよ。ダイヤの身体に埋め込んだ『星宝玉』のね」
「なん……っ!?」
　狂気的な笑みを浮かべるミシェルが言うと、マドロは胸倉を締めあげて怒りをあらわにする。
「身体に『星宝玉』を埋め込んだ!?　一体何のために!?」
「僕の隣に立つ相手が無能だと良くないでしょう？　アイツも無能でしたが顔がよかったですからね。側付きとして使ってやったんですよ」
「ダイヤも、『適正なし』だったっていうのか……!?」
「そうです。だから安かったんですよ」
「この……ゲス野郎が……！　人の命弄んで楽しいのか……！」
　マドロの怒りをぶつけられても、ミシェルはヘラヘラと笑っている。人身売買・差別・人体改造を、悪意なく行っている。
「楽しい？　じゃあ僕はどうしたらよかったんですか？　僕は『星術使い』です。交流を持つ相手が『適正なし』だったらいけないでしょう？　だから改造しました。相手も力を得て喜んでたんですよ」
「喜んでた……!?」
　感情が抜け落ちた顔でミシェルが言う。笑みを失ったミシェルの顔は、能面のようにマドロを見つめる。
「僕がプロキオン家との縁談を受けた時、ダイヤはもう廃棄寸前でした。僕が彼女を受け入れなければ彼女は今頃死んでいたでしょう。目覚めが悪かったから、実験体として受け入れたんです。彼女も感謝してくれたんですよ」
　マドロはそこでようやく理解する。ミシェルが悪だったのではない。この世界のしくみが、初めから狂っていたのだと。
　『星術』を捨てられなかった人間が、『星術』をもっと簡単に扱うために作ったものが。人間の未来を閉じ込めた。
　より楽な方へ。より便利な方へと。人間の欲望を追求した過去の人々が、その負債を全て後世へと押し付け、歪な世界を維持するための歯車として未来を閉ざしてしまった。
　マドロはそこで、ミシェルの目の奥に虚無の感情以外に、諦観を見つける。
　押し付けられる社会の構造に嫌気がさし、マドロは名前を捨て、過去を捨て、旧市街へと逃げ出した。
　だがミシェルは逃げられなかった。逃げるということすら考えられなかったのかもしれない。
「マドロック。僕はどうすればよかったんですか？　これが間違いだったというならば。何が正解なんですか？　教えてくださいよ」
　諦観を込めたミシェルの問いかけに、マドロは即答できなかった。
「それを考えるのが。勉強だ」
　そんな月並みの答えしか返せない自分に、嫌気がさす。だが、ミシェルの表情が少しだけ動く。それは、感情が抜け落ちてから初めての、驚きと呼べるものだった。
「勉強？　何が正しいのかすらわからないのに？」
「ああ。正しいことも間違いも歴史によって変わる。だが罪は変わらない。それを繰り返さない為に勉強するんだ。学んでいくんだ」
「僕は罪を犯していたとしても？」
「それを許せない社会なら滅んだほうがいい。お前が間違いをこれ以上増やさない為に、俺達大人が居るんだからな」
　マドロの声にミシェルの目から、涙が一筋流れる。
「間違うな、逆らうな、言い訳するなとは言われましたが、間違ってもいいと言われたのは初めてです」
「そうだろ？　俺自身が間違いの伝道師だからな」
「……そんな、ドヤ顔することですか……」
　悪態をついて、ミシェルが目を閉じる。身体から力が抜け、ごつんと後頭部が床にぶつかる。どうやら気絶したようだった。
　彼が気絶するまでボコった張本人はマドロなので、罪悪感が半端なかった。背後で霊力が膨れ上がるのを感じ、マドロは額に汗を垂らす。
「とりあえず、観客を避難させねえとな……」
　　　　　　　　　　　‡
　ルビーの目前で、ダイヤが暴走を始める。
「ダイヤっ!?」
　突然のことにルビーが目を剝く。
　呼びかけても、反応はない。身体中から霊力が吹き出し、そのせいでダイヤの身体が破壊されて言っているように見える。
　ダイヤの身体から吹き出す霊力は、彼女の霊力保有量を明らかに超えていた。そこで彼女の胸元から浮かび上がって来たものを目撃してルビーは言葉を失う。
　それは、一つの宝石だった。
　ダイヤの胸元に植え付ける様に、巨大な金剛石が埋まっていたのだ。今、その金剛石から際限なく霊力が吹き出し、周囲に暴風をまき散らしている。
　それが、ルビーの氷の剣を溶かし分解させ、マドロが張っていた暴風の結界すら融解させていく。
　それだけでは終わらず、分解によって発生した霊力がダイヤの元へと集まり、宝石に吸い込まれていく。
　その霊力の性質を目にして、ルビーは確信する。
「本当に、『金剛宮』……なの!?」
　ダイヤの胸元に植え付けられているものが、本物の『金剛宮』なのだと。
　金剛宮の性質は、星術の吸収。マドロが扱う霧散は、星術の現象として確定したルーンを、別種のルーンによって相殺することで、星術のエネルギーを周囲に拡散するというものだが、『金剛宮』の力はそれとは別種のものだ。
　その真骨頂こそ、星術を分解させて使用者の霊力に還元するという力。戦えば戦うほど、『金剛宮』の使用者は強化されていく。『金剛宮』が、『星宝玉』の頂点に立つと言われる所以だった。
　それが今、ダイヤの胸元に埋め込まれている。『宝珠』を体に埋め込み、生体兵器を産み出すといった研究がおこなわれていたのは、マキラに勧められた古文書で読んだことがある。
　だが、この世に一〇しか存在しない『星宝玉』をそれに使うとは、聞いたことが無かった。
「がぁ……」
　苦し気に歪められる顔に、ルビーは疑問を抱える脳を切り離した。
「ダイヤ！」
　数日前に学んだ、古文書の内容を思い出す。
「霊力が過剰なら、外界から霊力を取り込む仕組みを作ればいい……！」
　ルビーは空中にルーンを描いて霊力術式を構築していく。
　『金剛宮』は星術を吸収して霊力を喰らい尽くす『星宝玉』だ。だがそれは所詮星術でしかない。ルーンを理解し、マドロの教えを得たルビーであれば、それを相殺する星術を新たに組み上げることは可能だった。
　右手で指定範囲を、左手で効果の指定を、次々に節を連ね、最終的に八節の霊力術式を完成させ、ルビーは言葉を結ぶ。
「【駆動】……いえ、【融合駆動】！」
　星術が起動した瞬間、ルビーの目の前に氷と炎の剣が顕現する。それぞれの柄を握りしめ、ルビーはさらに加えたアレンジのルーンを口ずさむ。
「【燃えろ・震えろ・吸い尽くせ・凍えろ・我に力を流し込め】！」
　瞬間。二振りの剣が霊力を吸収し始めた。その剣と霊的に繋がっているルビーの身体にも、霊力が流入してくる激痛が走る。
　ルビーが組み上げた星術は、領域内の霊力を自身の星術へと流し込んで食らい尽くすというものだ。だが代償として、身体の境界が曖昧になるほどの痛みを伴う。
　巨大な海に全身が解けていくような、自己と他者、世界との境界が曖昧になってしまうような恐怖に襲われる。
　だが、もはや器官としての機能を失ったルビーの脳に、誰かの言葉が蘇る。
『ガキは間違え。間違えてもいい。そして学んでいけ』
　ふっと、右目から血を流しながら、ルビーは微笑む。
「まったく、とんだ先生を持ったものですね……！」
　今からすることが合っているかどうかなど、どうでもいい。自分が成したいことを、願いに即して正しさではなく求道するという感情が芽生えてしまった。
「ダイヤ。もう一度友達になりましょう！」
　ルビーはそう宣言し、氷の剣をダイヤに突きつける。
　ダイヤはそれを見て、苦悶の悲鳴を上げた。
　　　　　　　　　　　‡
「なんだぁ。こりゃぁ……」
　イレギュラーが発生したと宣言し、観客を避難させた後、マドロは呆けた声を上げる。
　ダイヤは目を真っ赤に染め、獣のように四肢で大地を蹴りつけて跳躍している。口の端には血液交じりの泡が噴き出て、凝固した血液が鱗のようになっていた。。ダイヤの指先は短剣のように伸び、彼女が引っ搔いた場所に深い斬撃が刻まれていく。
　だがそれ以上にマドロが目を奪われていたのは、ルビーの方だった。ルビーは今、身体の周囲に炎と氷の粒子を纏いながら、飛びかかって来るダイヤをいなし、切り合いを演じている。
　瞳から血を流しながらも、軽やかに霊力を吸収して戦い続けるルビー。マドロは、薄々感じていたルビーの才能の高さに羨望を通り越して呆れていた。
「ったく……なんて奴だ。あいつには点数すらつけられねえぞ」
「……！　先生！」
　呆れ声をマドロが零したところ、ルビーの顔がこちらに向いた。血の涙を流しつつも、どこか明るい表情にマドロが苦笑していると、ルビーは柳眉を逆立てて吠えた。
「なーに見てるんですか！　先生も早くこっち来てください！　私だけじゃ抑えるだけで精一杯ですっ！」
「ああ悪い悪い。今行く！」
　ダイヤの跳躍を躱し、悲鳴を上げるルビーに答え、マドロは義手を前に向ける。指先に充填されている術式を抽出し、ダイヤの方へと向けた。
「【霧散】・【拘束術式】！」
　マドロがルーンを唱えた瞬間、闘技場の床が隆起してダイヤを包み込む。
　二重三重に球体で包み込み、内部で暴れる音を響かせながらも完全にダイヤを隔離した。
「これでいいか？　ルビー」
　ダイヤが星術を分解していることを即座に見抜いたマドロは、物質の形を物理的に変更してドーム状に包み込む対処法を取った。
　今もなおドーム内から破壊音が響いているが、マドロの術式がひび割れを即座に修復し、ダイヤを完全に封じ込めていた。
「……私が必死に見抜いた対処法を、そこまで簡単に対応されると少し凹むのですが」
　歩み寄るマドロに、ルビーは複雑な表情を浮かべている。年相応な態度を取るルビーに、マドロは微笑ましい表情を浮かべた。
「気にするな。無駄に年を取ったわけじゃねえ。この手の相手は初めてじゃねえ」
「先生って今まで何していたのですか？」
「話せば長くなる。また塾でな。今はとりあえず、お前の友達を救おう」
「また誤魔化して……でも同感です」
　ルビーは星術を解かずに、現状を報告する。
「今のダイヤは、『星宝玉』の生体デバイスのようなものです。霊力を求め、吸収するという『金剛宮』の意志を体現している人間そのもの。つまり、あのままではダイヤは確実に命を落とします」
「えらく厄介だな……」
「先生、どうすればいいと思います？」
　眉根を寄せるルビーに、マドロはデコピンをする。
「お前が決めろ。いくら間違ってもいい。俺が時間を稼ぐ」
　そう言ってダイヤの方へと歩み寄るマドロに、ルビーは動揺する声を上げた。
「ちょ、手伝ってはくれないのですか？」
「俺は経験から対処するのは得意だがな、ゼロから何か作るのは苦手だ。それにお前はゼロから改変する力がずば抜けてる。だから大丈夫だ」
　正面から賛辞を送られ、ルビーの顔が緩む。炎と氷の剣を解除し、ルビーは力強く頷いた。
「任せてください。私がダイヤを救います」
「時間稼ぎはもって一〇分だ。それまでに方法を編み出せ」
「わかりました。いってらっしゃい」
「満点回答、期待してるぞ」
　手を振って、マドロはダイヤが埋まっている場所に向き直る。義手を動かし、拘束術式を解く。瞬間、獣と化したダイヤが壁を割り砕いて進撃してくる。
　一直線にルビーを目指すダイヤを、マドロはすれ違いざまに殴りつけた。
「オルァ！！」
　まさか殴られると思わなかったのか、ダイヤはマドロの拳を真正面から受ける。二、三メートルは吹っとんだダイヤに、マドロは半ばひびが入った義手を構えて宣言した。
「ウチの生徒に手ェ出そうとするんなら、俺が相手になるぞ！　歯ァ食いしばれ！」
　　　　　　　　　　　‡
　マドロが戦闘に突入した直後、ルビーは霊力でルーンを描き、癒着した『星宝玉』からダイヤを切り離す理論をゼロから考察していた。ルーンを描いて、暗算で計算をこなし、引用できる文献はないかと頭脳を酷使する。
　指先が擦り切れそうになりながらルーンを床に刻み、一〇行ほどの文字を描いた末に舌打ちをする。
「ダメっ……！　これじゃダイヤの命が持たない……！」
　ルビーが理論を考察し始めてから、既に五分が経っていた。とっかかりは見えているものの、そこからの道のりが見えてこない。真っ暗な砂漠を、ランタンなしで歩いているようなものだ。焦りが汗となり、ルビーの額を滑り落ちる。
　顔を上げると、目の前でダイヤとマドロが激闘を繰り広げていた。
「ああああああああああああああああああ！」
「はははははははははははァ！」
　ダイヤの身体を覆う血液はもはや鎧の域で、胸元のダイヤモンドだけが透明な光を放っていた。何度身体を打ち付けたのか、衣装はもはや襤褸切れで装束の意味を成していない。両刃斧も刃はボロボロで、棍棒の如く振るっている状態だ。
　対するマドロの状態も酷い。右手の義手は完全につぶれ、前腕部は脱落。左手も拳がへしゃげ脇腹が大きくえぐられて出血している。顔色も真っ青に変わっていた。一〇分持たせると言ったが。もはや限界としか言いようがない。
　その痛ましい姿に、ルビーは胸中がかき乱される。焦りがまた間違いを産み、進みかけていた手段が再びやり直しになる。
「くうっ………！」
　唇を噛み切り、床を叩く。どのみち間に合わないとはいえ、手段が限られている状況でこの失敗は手痛い。今この状況でも、マドロとダイヤは傷ついている。
「なにか、何かないの……!?」
　周囲を見渡すルビー。汗を振りまきながら、なにかとっかかりがないかと探すその視界に、あるものが飛び込んでくる。
「あれは……ミストルティン？」
　ミシェルが扱っていた、『星宝玉』の神器。それが無造作に打ち捨てられていた。
　ふらふらとルビーはミストルティンの元へと歩み寄る。そしてその穂先に埋まった『星宝玉』を目にした瞬間。
「あ――」
　ルビーの脳を紫電が貫いた。
　果たしてできるのか。可能なのか。自分に為せるのか。
　疑念がルビーの心を覆うが、その暗雲をマドロの言葉が祓う。
『信じてるぞ。我が生徒』
「やってやりますとも……！」
　ルビーは覚悟を決め、ミストルティンを掴んだ。

「ぐおおおおおおお!?」
　耳の横を爪が通過していくのを見て、マドロは本日何回目かの死の予感に身震いをする。あと少しずれていたら、耳が消し飛んでいただろう。そんな限界の状態をが続き、九分がたった。
「ギリッギリだぞ……！」
　ボロボロの状態のマドロと対照的に、ダイヤは大きな怪我をしていない。彼女の身体から出ている出血だけが彼女の傷で、マドロは積極的に肉体を破壊することは無かった。
　だがその代償として、マドロの身体はすでにボロボロだ。義手はもう全損し、左手は拳を握り締めることもできない。わずかに動く指先だけで星術を行使し、なんとかダイヤの生み出す拳打の中、マドロは生存圏を切り取っていく。
「でも弱音吐いてるわけにはいかねえよなぁ！　そうすることが、逃げ出した俺の償いだ！」
　痛くないところなどもうない。だが、マドロは心からの笑顔を浮かべて、世界の停滞の象徴へと立ち向かっていく。

　やがて、その時は訪れた。

「っ！」
　膨大な霊力が膨れ上がり、あまりの強大さにマドロとダイヤが同時にルビーの方へと顔を向ける。
　そこに、ルビーが居た。
　いや、ルビーだけではない。
　ルビーの前に、新たな星が生まれていた。
　閉じていた瞳を開き、ルビーは七色に輝く瞳でマドロを見る。
「先生、お待たせしました」
「おっ、せえよ。我が生徒……よっと！」
　ダイヤを蹴り付け、マドロはルビーの脇に着地する。直後、マドロの身体を支えていた芯がぷっつりと切れ、その場に倒れ込む。
「先生！」
　倒れ込むマドロを、ルビーが抱きとめる。ルビーの豊かな胸元に顔を埋めたマドロは、弱々しい笑みを浮かべた。
「ああ、役得……か？」
「何言ってるんですか！」
　ボロボロの状態で軽口をたたくマドロに、ルビーは頬を染める。
「それで、どうでしょうか。先生」
　ルビーの問いかけに、マドロは満足げな表情を浮かべる。
「ああ。もちろん、満点だよ」
　そう。ルビーが試みたのは、星術の創造ではない。
　ルビーは打ち捨てられていたミストルティンを解析し、『星宝玉』の構造を理解した。その答えを得て、もっと上の、『星宝玉』の創造によって、ダイヤの『金剛宮』に対応しようとしたのだ。
「ですが長くは持ちません……持って数分です。その間に、ケリをつけます！」
「そうか。それだけあれば充分だな……」
　マドロは安心したようにその場に頽れ、ルビーに親指を立てた。
「頼んだぞ。ルビー」
「はい。任せてください」
　ルビーはマドロに答え、ダイヤへの方へと歩み寄る。唸るダイヤはしかし、先ほどとは打って変わって飛びかかって来る様子を見せない。
「同じ『星宝玉』なら、即座に食らいかかってこないか。まったく、『星宝玉』は動物みたいなことを考えるのね……」
　だがそれも人間の罪なのかもしれない。ならば、ルビーはその罪に立ち向かう覚悟を決めた。
「行くわよダイヤ。最後のケンカをしましょう」

　気が付くと、ダイヤは暗い闇の中で膝を抱えて揺蕩っていた。
「ここは……？」
　言葉を出しても、何処にも届かない。暗闇の中に光は無く、どこまで見ても闇以外の物はない。
　自然と、昔のことを思い出す。
　初等部のころ。ルビーと出会った時のことだ。
　あの頃、ルビーと自分は無敵だった。友がいて、食事が用意され、父と母に愛情を向けられる日々。この生活が続くと、疑いもなく信じていた。
　その時に、ルビーと一緒に継承者となろうと約束した。
　中等部に進学した時に、自分には『金剛宮』の適性がないことを知った時でも、約束を胸に耐えた。豹変した親の態度に傷つきながらも、その約束はダイヤの心に燈火を灯していた。
　だが、そこでダイヤは風の噂で聞くこととなる。ルビーが高等部に進学したということを。
　共に入学しようとした。自分を助けてくれなかった。約束だと思っていたのは、自分だけだった。
　そんな感情を抱いてしまい、ダイヤの心は壊れた。約束は呪いへ。親愛は憎悪へ。
　感情が反転し、ルビーに対する憎悪だけが募っていった。
　ルビーを害するためならば、お飾りの妾にもなる。死ぬほどの実験にも耐え、嫌悪感のある人間に従うことも辞さない。
　だが、いざルビーと対面してダイヤが感じたのは、安堵だった。
　美しく、気丈に成長したルビーに、ダイヤはほっとした。胸が温かくなった。また話をしたいと、強く思った。
　だがそれと同時に、ルビーを呪う気持ちも育ち切っていた。無視するには、大きくなりすぎていた。
　その心の乖離が招いたことがこれだ。自分は死に瀕し、ルビーを傷つけた。
　もう、いいのではないかと。全て投げ出してしまいたくなる。
「そうよ。あなたはそれでいいの」
　暗い闇に、何者かの声が聞こえる。振り返ると、そこに自分がいた。
　だが、顔が違う。表情が違う。態度が違う。自分の皮を使って、何者かが話しかけている。
「違うわ。あなたは私。私はあなた。どちらも本当よ。辛いでしょう？　苦しいでしょう？　その苦しみは、力があれば乗り越えることができるのよ？」
　『ダイヤ』は、蠱惑的な笑みを浮かべてダイヤに話しかける。
「私の手を取って？　あなたが私の全てを受け入れてくれれば、ルビーとも仲直りできるわ」
「なか、なおり？」
「あら、気づいていなかったの？　あなたはルビーと友達に戻りたかったのよ？　遠回りな愛情。人間らしいわね」
　くすくすと笑う『ダイヤ』に、少しだけ心が軽くなる。ルビーを許さない、などと思っていたのではない。
　自分は本当に、彼女と過ごしたかっただけなのだ。
「あなたと、いれば――」
「そうよ？　さあ、手を取って？」
　手を伸ばす『ダイヤ』に、ゆるゆると手が伸びる。その指先が触れる、その瞬間。
『ダイヤっ！』
　暗闇を、紅蓮の炎が切り裂いた。
　　　　　　　　　　　‡
「ダイヤっ！」
　ルビーが叫んだ瞬間、獣のように唸っていたダイヤの身体が動きを止めた。そこで改めてダイヤの痛ましい身体を見て、瞳を細めた。
「【告げる――】」
　ルビーは、手に持った星を握りしめ、ルーンを刻んでいく。瞬間、ダイヤが焦るようにこちらに走りだして来た。
「【この宇宙に遍く・星のきらめきを・私は束ねよう】」
　あと一歩で手が届くという寸前、ダイヤの身体を暴風が襲う。ルビーの後ろで、マドロが左腕を持ち上げていた。
「邪魔ァさせねえよ！　黙って死んどけ、亡霊！」
「【人類の功績を・地に足を付ける賢人を・私は信じよう】」
　苛立ったような声をダイヤがあげ。ルビーの手の中でどんどんと『星』が完成していく。
「【王国をここに・私は生命の書に・新たな一説を刻む】」
「がああ！」
　ダイヤの爪がルビーの喉元を突き刺す、寸前。
「【括りを以て・世界を定義する。私は、暁天の解放者なり】――！」
　柔らかな輝きが、爆発した。
　あまりの光量に、マドロとダイヤが目を伏せる。その直後、ルビーの手の中に、顕現していたものがある。
　それは、剣だった。西洋剣ではなく、東洋の剣でもなく。機械的で、ルビーにとっては親しみ深いそれ。
　その剣を、ルビーは掴んだ。初めて掴むはずなのに、何年も共に過ごしてきたような安定感。
　どうすればいいのか、何をすればいいのか。ルビーは直感で理解した。
「【解放リバレイト】」
　瞬間、競技場の床面を膨大な量のルーンが覆った。あまりの規模に、マドロが舌を巻いていると、ルビーが剣を振るってダイヤに向かって駆けだした。
　ダイヤは拒絶するように手を振ったが、彼女の身体を覆う血の鎧がほどけていく。それだけではない。荒れ狂っていた霊力が、全てルビーの握る剣に集まっていく。
　霊力の完全支配。それが、ルビーの生み出した『星宝玉』の新たな法則。
　今この時、この瞬間、この場所において、霊力の全てはルビーの支配下にあった。
　そしてそのまま、刀身がダイヤの胸元――正しくは、胸元に埋まっていた宝石に突き刺さる。
　びくん、と身体を震わせたダイヤが、動きを止める。
　剣に貫かれた宝石は、輝きを失い、石となって、砕け散る。
　ダイヤの身体がルビーに寄りかかりルビーはその華奢な身体を抱きかかえる。そして、端から砕けていく剣に、礼を言う。
「ありがとう。レーヴァテイン。また会いましょう」
　ルビーにそう言われた剣は、儚い音を立てて砕けていった。
「ん……」
　ルビーの手の中で、ダイヤが身体をもぞもぞと動かす。閉じていた目を開き、ダイヤはルビーと目を合わせた。
「ルビー……？」
「おかえり。ダイヤ。そしてごめんなさい。私が約束を果たせなかったから、貴女を苦しめてしまったわね」
「そんなこと、私は……」
　ルビーはダイヤの言葉を遮り、ダイヤの身体を抱きしめる。傷だらけの柔らかな身体を寄せ合い、少女は涙を流す。
「やれやれ、丸く収まったか。身体を張った甲斐があったな」
「先生……みんなボロボロですね」
　ふらふらと歩くマドロが、欠損した右手を振るう。くすくすと笑うルビーに、ダイヤは身を隠す。
「この人は……？」
「記憶が混濁しているのか。改めて名乗ろうか？」
「いえ先生。私から紹介させてください」
　ルビーはダイヤを抱きかかえ、マドロを指さす。
「この人は、ニコラス・マドロフ先生。私と、貴女の恩人よ」
「皆にはマドロって言われている。よろしくなダイヤ」
「マドロ……」
　ダイヤは、マドロを見てふわりと微笑んだ。
「ありがとう……私を、助けてくれて……」





エピローグ　星の降る街


「わぁ……！」
「にへへ～、旧市街は明かりが少ないから、星がきれいに見えるでしょ？」
「綺麗ですね……」
　星の降る夜。ルビーたちの姿は、塾の屋上にあった。
　感情があまり表に出ないダイヤも、興奮しているようで、降って来るような星空に鼻息が荒くなっている。
　波乱の進級試験から、二週間が経っていた。
　進級試験が終わったものの、ルビーたちは重大な事件を引き起こしたとして処分を受けることとなってしまった。
　なんせ『星宝玉』を一つ破壊したのだ。事の大きさから、よくて死罪。最悪一族郎党連座で処刑だという話だったが、ルビーは別に気にしていなかった。
　果たしたかった約束も、守りたかった人も、守ることができたルビーにとって、あの学園は窮屈でしかなかったからだ。
　ルビーは私的な試合の報酬として、ダイヤの身柄を引き渡すように要求。そうすることで、星術の能力を失ったダイヤをプロキオン家に差し出すこともなく、保護することに成功した。
　生徒の身柄を白服に預けるというのは、想像外に執行部が抵抗したが、その時に口利きをしたのが当のミシェルだったのだ。
　ミシェルの介入にルビーは驚いた。が、なにか訳知り顔のマドロに頭を撫でられて、ミシェルは渋い顔ながらも少しうれしそうにしていた。
「コイツも俺の生徒だ。また話してやってくれ」
　相変わらずルビーやダイヤに対する謝罪は無かったが、今はまだ心の整理が追い付いていないからだと、マドロに言われてしまっては何も言えない。
　言葉での謝罪は無かったが、学園執行部と、アンタレス、プロキオン両家を黙らせたのが、ミシェルなりの誠意だったのだろう。……ダイヤは、複雑な表情を浮かべていたが。
「はーい！　飲み物行きわたりましたか～？」
　結局、ルビーは今でも塾に居候させてもらっている。今日星を見る会を開いたのは、ルビー達の退院祝いでもあり――
「ではでは開始します！　ダイヤちゃんの入塾祝いパーティー！」
　――ダイヤがヘリオセント塾に入塾するための催しでもあった。
「かんぱーい！」
「「「かんぱーい！」」」
　屋上に若者のコールが響き、色とりどりの液体が入ったグラスが打ち鳴らされる。
「ミナちゃんも来たらよかったのにね～」
「ミナは試験があるから……」
　ミナも出席したがってていたのだが、今日はミナ自身の進級試験があり、参加を見送った。マドロの許しを得て、病院にやってきていたミナに星術の心得は伝授した。だが、試験を突破できるかはミナの才覚次第だった。
「まー、天才の姫ちゃんからするとわかりづらいかもしれないけど。普通初級星術一つ覚えるのに一ヶ月くらいはかかるんだよ」
　マキラがそうぼやくと、ルビーは首をかしげる。
「そうなの？」
「くそ、才能の暴力が痛い……」
　やさぐれたようにジュースをあおるマキラ。見ると、周囲の塾生からも大なり小なり似たような生暖かい視線が向けられてきている。
　居心地が悪くなりながらも、ルビーは軽食を口に運ぶダイヤを見る。
　あれ以来、ダイヤはルビーにくっついて離れない。まるで失った時を取り戻すように、ルビーの来る先行く先に付いて回った。
　ルビーが見ていることに気づき、ダイヤがにっこりと笑う。
「……まあいいか」
　その笑顔を見て、ルビーはほっと息を吐く。その時、塾の下から聞きなれた男性の声が聞こえて来た。
「おーーい」
　柵から身を乗り出すと、黒い外套を纏った男性と、浅黄色の髪をした少女がこちらに手を振っているのが見えた。少女の手には、紺色の制服が握られていて、ルビーはミナの試験結果を悟る。
「あ！　先生帰ってきた！　もう乾杯しちまったぜ！」
「早く登って来いよ先生！　……ってうわぁ！　ダイヤちゃんが全部食ってる！」
「おいしかった。もうないの？」
　後ろでぎゃーぎゃー叫んでいる声が聞こえたのか、マドロが苦笑したのが見える。ルビーは軽食を買いに行くため、マドロを出迎えるため、柵から身体を宙に躍らせた。

　アンタレス・アルファ・ルビー。
　それが、この世界で二百年ぶりに現れた、『解放者リベレーター』の名前。
　ただの、幸せを掴んだ、女の子だった。







おしまい




あとがき


　ひたむきで素直な人ってかわいいしかっこいいよね。
　今回の作品はそういう話です。解釈違いだっていう人はぜひDMを送ってください。

　さて、『暁天の解放者～無才の皇女と黒衣の亡霊～』お楽しみいただけましたでしょうか。マンガ学科とのコラボという名誉ある作品の内容がコレかよと思った方は、今すぐブースの前に来てください。
『別にいいだろ。四年間頑張ったんだから』
　そう言って店番をしているはずの四回生のオタクが胸を張っているでしょう。はてコイツは誰でしょう。
　そう。わたしです。作者です。

　私は文芸表現学科という小説を書く。言葉のプロになるという学科で四年間ライトノベルを書き続けてきました。その道中で道に迷ったり、言葉のナイフでボッコボコにされたり、温度感が違い過ぎて酒におぼれた日もありました。（※一部嘘です。）
　ですがライトノベルが大好き。その一点だけは変わることがありませんでした。今作ではそんなライトノベルに対する愛情を種火に、私が幼いころから憧れを抱いていた宇宙や星、生命の樹などを加えてコトコトと煮込み、仕上げに現代の教育や世界に生きる人々の思想を隠し味としました。実質作者本人の人生標本とも言える濃厚ドロッドロシチューに面白さを見出していただき、ライトノベルに興味を持っていただけたのであれば、これ以上の喜びはありません。
　文中の描写などに既視感を覚えた方、今度酒を飲みに行きましょう。あなたとはいい酒が飲める気がします。

　では早速ですが謝辞に移らせていただきます。
　まずは素晴らしい表紙を書いてくださったマンガ学科の野村明咲先生。そして装丁を請け負ってくださった伊東康太郎さん。あなたが居なければこの小説をジャケ買いしてくださる方は居なかったでしょう。本当にありがとうございます。
　続いて友人の諸君皆々様。筆が進まなかったり折れかけたりした私を、言葉で殴りつけたり発破をかけてくれたりしてくれてありがとうございました。今度飯奢ってください。
　そして忘れてはならない大学関係者の皆様。先生方がいなければ私が小説を書き続けることも無かったでしょうし、研究室の御二方が居なければ本が出ることすらなかったでしょう。四年間本当にありがとうございました。
　最後になりましたが、これまで育ててくれた両親や姉へ。これで少しは親孝行できたでしょうか。温泉旅行とかはプレゼントできませんが、息子・弟は本を出しましたよ。

　では、このあたりであとがきの筆をおかせていただきたいと思います。
　またどこかでお会いできるのを楽しみにしております。





締切五時間前に必死にあらすじを絞り出している男
杉町諒　　
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